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章
一

幕
府
政
治
史
研
究
の
軌
跡
と
本
研
究
の
視
角

本
研
究
は
、
在
京
大
名
細
川
京
兆
家
の
政
治
的
位
置
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
戦
国
期
に
お
け
る
幕
府
政
治
の
特
質
を
解
明
す

る
も
の
で
あ
る
。

戦
国
期
の
幕
府
政
治
は
、
将
軍
と
そ
の
側
近
を
中
心
と
す
る
将
軍
権
力
、
幕
政
に
参
加
し
た
大
名
の
両
者
が
共
同
で
運
営
し
て
い

た
。
こ
の
よ
う
な
幕
府
政
治
の
構
造
を
反
映
し
、
幕
府
政
治
史
研
究
も
将
軍
権
力
研
究
と
大
名
研
究
を
中
心
に
進
め
ら
れ
て
き
た
。

そ
こ
で
、
幕
府
政
治
を
論
じ
る
前
提
と
し
て
幕
府
政
治
史
研
究
を
概
観
し
、
そ
の
課
題
を
整
理
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

戦
国
期
幕
府
政
治
史
研
究
の
出
発
点
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
が
、
今
谷
明
氏
の
一
連
の
研
究
で
あ
る
。
従
来
、
戦
国
期
幕
府
を

扱
っ
た
研
究
が
応
仁
・
文
明
の
乱
後
か
ら
明
応
の
政
変
ま
で
の
時
期
に
ほ
ぼ
限
定
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
今
谷
氏
の
研
究
は
永
禄

一
一
年
（
一
五
六
八
）
の
織
田
信
長
上
洛
ま
で
を
対
象
に
幅
広
い
観
点
か
ら
論
じ
、
戦
国
期
幕
府
の
性
格
規
定
を
行
っ
た
と
い
う
点

で
画
期
的
な
も
の
で

（
１
）

あ
っ
た
。
現
在
に
お
い
て
も
、
戦
国
期
畿
内
を
扱
っ
た
通
史
で
は
必
ず
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
今
谷
氏
の
著
書
が

参
照
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
研
究
史
上
に
与
え
た
影
響
は
非
常
に
大
き
い
。

今
谷
氏
は
戦
国
期
の
室
町
幕
府
を
畿
内
政
権
と
規
定
し
、
幕
府
解
体
過
程
の
実
態
解
明
を
行
っ
た
が
、
そ
の
中
核
と
な
っ
た
の
が

室
町
幕
府
奉
行
人
奉
書
と
細
川
京
兆
家
奉
行
人
奉
書
を
用
い
た
研
究
で
（
２
）

あ
る
。
今
谷
氏
は
室
町
幕
府
奉
行
人
奉
書
と
細
川
京
兆
家
奉

３



行
人
奉
書
を
網
羅
的
に
収
集
し
た
上
で
、
文
書
様
式
の
違
い
な
ど
か
ら
、
従
来
、
混
同
さ
れ
て
い
た
両
者
が
別
個
の
も
の
で
あ
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
室
町
幕
府
奉
行
人
奉
書
を
遵
行
す
る
細
川
京
兆
家
奉
行
人
奉
書
を
「
管
領
代
奉
書
」（
ま
た
は
「
管
領

代
添
状
」）
と
し
、
管
領
代
奉
書
は
管
領
奉
書
に
代
替
す
る
機
能
を
実
質
上
持
ち
、
侍
所
所
司
代
が
有
し
て
い
た
洛
中
刑
事
警
察
に

関
す
る
幕
府
奉
行
人
奉
書
の
遵
行
権
を
吸
収
す
る
な
ど
、
管
領
代
奉
書
が
幕
府
奉
行
人
奉
書
の
実
効
力
を
補
完
す
る
と
し
た
。

今
谷
氏
は
管
領
代
奉
書
に
よ
る
幕
府
奉
行
人
奉
書
の
補
完
を
細
川
京
兆
家
（
細
川
惣
領
家
）
に
よ
る
幕
府
機
構
の
吸
収
と
捉
え
た

が
、
こ
の
考
え
を
さ
ら
に
進
め
た
の
が
「
京
兆
専
制
」
と
い
う
概
念
で

（
３
）

あ
っ
た
。「
京
兆
専
制
」
と
は
、
細
川
京
兆
家
の
家
督
に
幕

府
の
実
権
が
移
行
す
る
実
態
を
指
す
概
念
で
あ
る
。
今
谷
氏
は
、
文
明
一
八
年
（
一
四
八
六
）
八
月
の
多
賀
高
忠
（
侍
所
所
司
代
）
死

去
後
、
侍
所
頭
人
・
同
所
司
代
が
設
置
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
高
忠
死
後
、
土
一
揆
の
鎮
圧
や
盗
賊
・
謀
反
人
の
追
捕
な
ど
洛
中
の

検
断
権
を
細
川
京
兆
家
が
行
使
し
た
こ
と
を
根
拠
と
し
、
細
川
京
兆
家
が
侍
所
の
検
断
権
を
吸
収
し
た
と
す
る
。
ま
た
、
細
川
京
兆

家
に
よ
る
大
和
・
河
内
へ
の
侵
攻
や
被
官
関
係
を
背
景
と
し
た
山
城
国
支
配
の
進
展
を
守
護
権
の
拡
大
と
捉
え
た
。
そ
し
て
、
永
正

五
年
（
一
五
〇
八
）
の
幕
府
奉
行
人
の
大
幅
な
交
代
を
同
年
に
起
き
た
細
川
京
兆
家
の
家
督
交
代
と
密
接
な
関
連
性
が
あ
る
も
の
と

推
定
し
、
細
川
高
国
に
よ
る
有
力
奉
行
人
の
罷
免
が
行
わ
れ
た
と
し
た
。
幕
府
奉
行
人
の
交
代
と
相
論
へ
の
介
入
に
つ
い
て
は
、
細

川
京
兆
家
に
よ
る
幕
府
の
訴
訟
指
揮
・
審
理
主
導
の
根
拠
と
し
た
。
今
谷
氏
は
こ
う
し
た
細
川
京
兆
家
の
動
向
に
つ
い
て
、
幕
府
権

力
の
吸
収
と
捉
え
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、「
京
兆
専
制
」
の
背
景
と
し
て
、「
国
人
不
登
用
策
」（
細
川
京
兆
家
の
分
国
で
あ
っ
た
摂

津
・
丹
波
出
身
の
国
人
を
守
護
代
・
郡
代
な
ど
の
役
職
や
内
衆
に
任
用
し
な
い
と
い
う
政
策
）
に
よ
る
細
川
京
兆
家
内
衆
と
国
人
の
対
立
、

山
城
国
一
揆
に
よ
る
南
三
郡
の
守
護
権
掌
握
を
指
摘
し
、
こ
れ
ら
の
課
題
へ
対
処
す
る
た
め
に
強
力
な
専
制
権
力
を
必
要
と
し
た
こ

と
が
「
京
兆
専
制
」
の
政
治
的
契
機
と
な
っ
た
と
し
た
。

そ
し
て
、
一
連
の
研
究
の
結
論
と
し
て
「
す
な
わ
ち
、
戦
国
期
の
畿
内
政
権
は
、
軍
事
的
に
は
細
川
氏
の
畿
内
分
国
を
主
た
る
基

盤
に
、
支
配
組
織
は
前
代
の
幕
府
諸
機
関
を
縮
小
し
な
が
ら
継
承
し
、
官
制
上
は
将
軍
を
最
高
位
に
擁
立
し
な
が
ら
実
質
的
に
は
細

４



川
氏
家
督
（
京
兆
家
）
が
幕
府
諸
機
構
を
総
覧
・
指
揮
し
て
統
治
す
る
と
い
う
政
権
で

（
４
）

あ
っ
た
」
と
、
戦
国
期
の
幕
府
を
細
川
京
兆

家
が
実
権
を
持
つ
畿
内
政
権
と
規
定
し
た
。
今
谷
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
、
明
応
の
政
変
か
ら
織
田
信
長
上
洛
ま
で
の
時
期
は
細
川
・

三
好
政
権
の
時
代
と
し
て
整
理
さ
れ
、
実
証
的
な
研
究
に
基
づ
く
幕
府
政
治
史
の
枠
組
み
が
作
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

今
谷
氏
の
研
究
は
戦
国
期
幕
府
の
実
態
解
明
を
目
的
と
し
た
も
の
だ
が
、
細
川
京
兆
家
に
よ
る
幕
府
機
構
の
補
完
・
掌
握
と
い
う

理
解
の
下
で
進
め
た
た
め
、
研
究
の
中
核
を
占
め
た
の
は
細
川
京
兆
家
研
究
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
将
軍
権
力
の
実
態
解
明
を

進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
今
谷
氏
の
研
究
の
相
対
化
を
図
っ
た
の
が
設
楽
薫
・
山
田
康
弘
両
氏
で
あ
る
。
設
楽
薫
氏
は
、
足
利
義
尚
・

義
材
（
義
稙
）・
義
晴
の
側
近
の
活
動
形
態
と
将
軍
の
政
務
決
裁
を
検
討
し
、
義
尚
期
の
評
定
衆
、
義
晴
期
の
内
談
衆
な
ど
、
将
軍

が
そ
の
側
近
を
補
佐
役
な
い
し
代
行
者
と
し
て
政
務
決
裁
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
（
５
）

し
た
。
設
楽
氏
は
細
川
政
権
と
幕
府
は

別
個
に
機
能
し
て
お
り
、
将
軍
は
独
自
の
政
治
機
構
を
保
持
し
て
い
た
と
し
、
将
軍
権
力
と
細
川
京
兆
家
を
一
体
的
に
捉
え
る
今
谷

氏
の
論
を
批
判
し
て
い
る
。

山
田
康
弘
氏
は
戦
国
期
幕
府
の
案
件
処
理
（
意
思
決
定
）
方
式
で
あ
る
御
前
沙
汰
と
政
所
沙
汰
に
つ
い
て
検
討
し
、
具
体
的
手
続

と
案
件
処
理
に
関
わ
る
将
軍
や
内
談
衆
の
役
割
を
明
ら
か
に
（
６
）

し
た
。
山
田
氏
は
、
天
文
期
の
御
前
沙
汰
は
将
軍
足
利
義
晴
・
内
談

衆
・
奉
行
衆
、
政
所
沙
汰
は
政
所
頭
人
伊
勢
氏
・
政
所
代
・
奉
行
衆
（
政
所
寄
人
）
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
お
り
、
細
川
京
兆
家
家
督

や
内
衆
が
直
接
的
か
つ
恒
常
的
に
関
与
す
る
こ
と
は
原
則
と
し
て
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
明
応
の
政
変
後
の
義

澄
期
の
幕
府
内
の
状
況
に
つ
い
て
、
将
軍
義
澄
の
政
務
を
後
見
す
る
伊
勢
氏
の
活
動
や
山
城
国
一
揆
を
め
ぐ
る
伊
勢
氏
と
細
川
京
兆

家
の
対
立
、
義
澄
の
諸
政
策
と
そ
の
限
界
な
ど
を
検
討
し
、
将
軍
や
伊
勢
氏
が
細
川
京
兆
家
と
は
異
な
る
意
図
を
持
っ
て
独
自
の
政

治
動
向
を
示
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
山
田
氏
は
こ
れ
ら
の
検
討
に
よ
っ
て
、
戦
国
期
に
お
い
て
も
将
軍
や
そ
の
側
近
、

直
臣
団
な
ど
将
軍
に
直
属
す
る
勢
力
が
幕
府
内
に
お
い
て
独
自
の
意
思
決
定
を
行
う
権
能
を
保
持
し
て
お
り
、
幕
府＝

細
川
京
兆
家

政
権
と
い
う
等
式
は
成
り
立
た
な
い
と
し
て
今
谷
説
を
批
判
し
て
い
る
。
将
軍
権
力
研
究
の
進
展
に
よ
り
、
戦
国
期
に
お
い
て
も
将

序 章
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軍
は
独
自
の
政
治
機
構
を
持
ち
、
細
川
京
兆
家
と
は
別
個
の
権
力
と
し
て
一
定
の
自
立
性
を
維
持
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。さ

ら
に
、
山
田
氏
は
戦
国
期
に
お
け
る
将
軍
と
大
名
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
、
大
名
は
、
他
大
名
と
の
外
交
な
ど
の
対
外
問
題

へ
の
対
処
、
大
名
の
家
中
・
領
国
内
の
対
内
問
題
へ
の
対
処
に
将
軍
を
利
用
し
、
将
軍
は
、
室
町
期
以
来
大
名
に
依
存
し
て
い
た
軍

事
・
洛
中
警
察
・
上
意
の
実
効
性
と
い
っ
た
存
立
の
重
要
部
分
を
細
川
京
兆
家
や
六
角
氏
・
織
田
氏
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
、
そ
の
他

の
大
名
に
経
済
的
援
助
や
疎
開
先
の
提
供
な
ど
に
よ
り
支
え
ら
れ
る
と
い
う
、
互
い
に
利
用
し
合
う
相
互
補
完
関
係
に
あ
っ
た
と
し

て
（
７
）

い
る
。
山
田
氏
は
将
軍
権
力
が
細
川
京
兆
家
に
全
面
的
に
依
存
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
複
数
の
大
名
に
支
え
ら
れ
て
い
た
こ
と

を
指
摘
す
る
こ
と
で
今
谷
氏
の
幕
府
論
の
相
対
化
を
図
り
、
将
軍
権
力
と
細
川
京
兆
家
の
関
係
を
相
互
に
依
存
す
る
相
互
補
完
関
係

と
し
て
捉
え
直
し
て
い
る
。

山
田
氏
は
将
軍
と
大
名
の
相
互
補
完
関
係
に
つ
い
て
、
室
町
期
以
来
続
く
将
軍
権
力
の
構
造
と
位
置
づ
け
る
。
し
か
し
、
幕
府
政

治
に
お
け
る
大
名
の
位
置
づ
け
と
し
て
は
不
十
分
で
あ
る
。
有
力
大
名
の
在
国
恒
常
化
は
幕
府
の
権
力
構
造
に
変
化
を
も
た
ら
し
た
。

大
名
は
幕
府
政
治
に
直
接
参
加
し
て
自
ら
の
意
向
を
政
策
に
反
映
さ
せ
る
者
と
、
将
軍
権
力
と
交
渉
を
持
つ
に
と
ど
ま
る
者
の
二
つ

に
分
か
れ
た
。
前
者
と
後
者
で
は
政
治
的
役
割
が
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
両
者
は
明
確
に
区
別
す
べ
き
で
あ
る
。
室
町
期
と
戦
国

期
で
は
将
軍
と
大
名
の
関
係
性
は
変
化
し
て
お
り
、
幕
政
上
に
お
け
る
大
名
の
政
治
的
役
割
は
、
戦
国
期
特
有
の
問
題
と
し
て
改
め

て
論
じ
る
必
要
が
あ
る
。

一
方
、
大
内
義
興
・
六
角
定
頼
と
い
っ
た
細
川
京
兆
家
以
外
の
大
名
に
よ
る
幕
政
関
与
の
実
態
解
明
を
行
う
こ
と
で
幕
府
政
治
史

の
見
直
し
を
図
る
動
き
が
現
れ
た
。
今
岡
典
和
氏
は
義
稙
後
期
に
お
け
る
細
川
高
国
・
大
内
義
興
の
幕
政
関
与
に
つ
い
て
将
軍
御
内

書
に
対
す
る
副
状
発
給
や
幕
府
裁
許
へ
の
口
入
を
通
じ
て
検
討
し
、
高
国
・
義
興
が
幕
府
に
強
い
影
響
力
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
指

摘
（
８
）

し
た
。
奥
村
徹
也
氏
は
義
晴
後
期
に
お
け
る
六
角
定
頼
の
政
治
的
位
置
に
つ
い
て
検
討
し
、
定
頼
が
幕
府
裁
許
や
外
交
に
強
い
影

６



響
力
を
行
使
し
て
い
た
こ
と
、
幕
府
か
ら
の
諮
問
を
受
け
る
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
、
幕
府
と
細
川
氏
の
調
停
役
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
、

定
頼
が
政
治
・
軍
事
・
外
交
の
面
で
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
（
９
）

し
た
。
西
島
太
郎
氏
は
定
頼
の
幕
政
関
与
の
実

態
解
明
を
行
い
、
定
頼
は
将
軍
か
ら
の
重
要
案
件
の
諮
問
に
対
す
る
意
見
、
相
論
な
ど
へ
の
口
入
を
行
い
、
将
軍
側
近
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
た
内
談
衆
と
共
に
幕
政
の
中
核
に
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
（
１０
）

い
る
。
小
谷
利
明
氏
は
義
稙
後
期
に
在
京
活
動
を
行
っ
て
い
た
畠
山

義
元
と
畠
山
卜
山
（
尚
順
）
も
幕
府
権
力
の
重
要
な
構
成
要
素
で
あ
っ
た
と
（
１１
）

し
た
。

近
年
の
大
名
研
究
に
よ
り
、
細
川
京
兆
家
だ
け
で
な
く
大
内
義
興
や
六
角
定
頼
も
将
軍
権
力
に
対
し
て
影
響
力
を
有
し
て
い
た
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
細
川
京
兆
家
以
外
の
大
名
の
幕
政
上
に
お
け
る
役
割
を
過
小
評
価
し
て
い
た
今
谷
氏
の
幕

府
論
の
問
題
点
を
明
確
に
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
反
面
、
大
内
義
興
・
六
角
定
頼
の
個
別
研
究
と
い
う
性
格
が
強
く
、
細
川
京
兆
家

も
含
め
た
大
名
全
体
を
幕
政
上
に
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
か
と
い
う
議
論
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

他
方
、
細
川
氏
研
究
は
今
谷
氏
の
研
究
を
肯
定
的
に
捉
え
、
細
川
京
兆
家
の
実
態
解
明
を
進
め
る
形
で
展
開
し
た
。
森
田
恭
二
氏

は
細
川
京
兆
家
の
守
護
代
を
中
心
と
し
た
領
国
支
配
体
制
を
「
守
護
代
・
国
人
体
制
」
と
し
、
守
護
代
・
国
人
に
よ
る
在
地
の
支
配

体
制
が
細
川
・
三
好
政
権
の
基
盤
と
な
る
と
（
１２
）

し
た
。
森
田
氏
の
「
守
護
代
・
国
人
体
制
」
に
お
い
て
は
、
細
川
京
兆
家
の
内
衆
で

あ
っ
た
守
護
代
が
有
力
国
人
と
さ
れ
る
な
ど
、
内
衆
と
国
人
が
一
体
視
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
細
川
京
兆
家
直
臣
で
あ
る
内
衆
と

在
地
領
主
で
あ
る
国
人
で
は
細
川
京
兆
家
の
家
中
に
お
け
る
発
言
力
や
在
地
支
配
と
の
関
わ
り
方
は
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
両
者

を
一
体
的
に
捉
え
る
の
は
適
切
で
は
な
い
。
森
田
氏
の
研
究
は
今
谷
氏
の
「
国
人
不
登
用
策
」
に
依
拠
し
た
議
論
で
あ
る
が
、
後
述

す
る
よ
う
に
、
論
拠
と
な
っ
た
今
谷
説
が
史
料
と
の
矛
盾
に
よ
り
成
り
立
た
な
い
と
い
う
問
題
点
を
抱
え
て
い
る
。

ま
た
、
横
尾
國
和
氏
は
、
細
川
京
兆
家
の
守
護
代
家
を
中
心
に
安
富
・
薬
師
寺
・
内
藤
・
長
塩
・
上
原
・
秋
庭
の
各
内
衆
に
つ
い

て
、
姻
戚
関
係
や
人
名
比
定
、
内
衆
間
の
抗
争
や
在
地
支
配
と
の
関
係
な
ど
の
実
態
解
明
を

（
１３
）

行
っ
た
。
横
尾
氏
は
細
川
政
元
期
に
お

い
て
有
力
内
衆
に
よ
る
評
定
衆
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
評
定
衆
の
動
向
が
政
元
期
細
川
京
兆
家
の
政
策
に
大
き
く
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影
響
し
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

細
川
氏
研
究
に
お
け
る
転
機
と
な
っ
た
の
が
、
末
柄
豊
氏
の
研
究
で
（
１４
）

あ
る
。
末
柄
氏
は
応
仁
・
文
明
の
乱
後
の
細
川
氏
の
性
格
に

つ
い
て
、
細
川
氏
同
族
連
合
体
制
、
細
川
京
兆
家
に
よ
る
畿
内
領
国
化
と
い
う
二
つ
の
視
点
か
ら
論
じ
た
。
細
川
氏
同
族
連
合
体
制

と
は
、
南
北
朝
期
か
ら
室
町
初
期
に
か
け
て
の
細
川
氏
分
国
と
内
衆
の
形
成
過
程
を
論
じ
た
小
川
信
氏
が
指
摘
し
た
細
川
氏
の
特
徴

で
（
１５
）

あ
る
。
小
川
氏
は
、
細
川
京
兆
家
を
中
心
に
庶
流
家
が
連
合
す
る
強
固
な
同
族
結
合
の
存
在
を
指
摘
し
、
そ
れ
が
幕
府
に
お
け
る

細
川
氏
の
勢
力
確
立
と
密
接
な
相
関
関
係
に
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
小
川
氏
は
細
川
氏
同
族
連
合
体
制
の
内
容
に
つ
い
て

は
論
じ
て
お
ら
ず
、
こ
の
概
念
の
内
容
規
定
を
行
っ
た
の
は
末
柄
氏
で
あ
る
。
末
柄
氏
は
応
仁
・
文
明
の
乱
前
後
の
細
川
氏
同
族
連

合
体
制
に
つ
い
て
、
一
族
の
集
中
の
契
機
と
そ
の
装
置
の
二
点
か
ら
実
態
解
明
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
集
中
の
契
機
は
守
護
職
の

保
全
に
よ
る
分
国
の
安
定
的
な
保
有
と
し
、
装
置
は
所
領
と
内
衆
を
通
じ
た
統
制
と
し
た
上
で
、
細
川
氏
の
同
族
連
合
体
制
の
本
質

は
京
兆
家
に
よ
る
内
衆
を
通
じ
た
庶
流
守
護
家
統
制
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
た
。
ま
た
、
応
仁
・
文
明
の
乱
後
、
守
護
職
の
保
証
条
件

の
変
化
に
よ
っ
て
結
合
の
契
機
が
消
失
し
、
紐
帯
と
な
っ
て
い
た
内
衆
の
没
落
や
所
領
の
押
領
に
よ
っ
て
装
置
も
有
効
性
を
失
っ
た

こ
と
か
ら
、
細
川
氏
同
族
連
合
体
制
が
解
体
へ
と
向
か
い
、
細
川
京
兆
家
は
そ
の
基
盤
を
畿
内
中
心
に
改
め
て
い
っ
た
と
す
る
。

末
柄
氏
は
、
今
谷
氏
が
「
京
兆
専
制
」
の
過
程
と
し
た
「
専
制
化
」
と
呼
ぶ
現
象
は
細
川
京
兆
家
に
よ
る
畿
内
支
配
の
展
開
で
あ

り
、
明
応
の
政
変
に
至
る
ま
で
の
細
川
氏
の
政
治
動
向
は
、
幕
府
内
部
に
お
け
る
専
制
権
力
の
確
立
を
図
っ
た
過
程
で
は
な
く
、
畿

内
領
国
化
の
過
程
で
あ
っ
た
と
批
判
し
た
。
ま
た
、
今
谷
氏
が
「
専
制
化
」
の
根
拠
と
し
た
山
城
国
支
配
に
つ
い
て
、
守
護
職
の
保

持
で
は
な
く
畿
内
の
国
人
・
土
豪
層
に
対
す
る
被
官
関
係
を
一
元
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
進
め
て
い
た
こ
（
１６
）

と
や
、
障
害
と
な
る
足
利

義
材
や
畠
山
政
長
を
排
除
す
る
形
で
進
め
て
い
た
こ
と
な
ど
を
根
拠
と
し
て
、
幕
府
内
部
に
お
け
る
専
制
権
力
の
確
立
で
は
な
く
、

幕
府
か
ら
相
対
的
に
独
立
し
た
一
元
的
な
地
域
支
配
、
す
な
わ
ち
、
畿
内
領
国
化
と
捉
え
た
。
そ
し
て
、
領
国
化
の
対
象
は
京
兆
家

分
国
で
あ
っ
た
摂
津
・
丹
波
だ
け
で
な
く
、
山
城
・
大
和
・
河
内
に
ま
で
及
ん
だ
こ
と
か
ら
、
細
川
京
兆
家
は
畿
内
全
域
の
領
国
化
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を
志
向
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

ま
た
、
今
谷
氏
の
「
国
人
不
登
用
策
」
に
つ
い
て
、
摂
津
・
丹
波
の
国
人
出
身
者
が
応
仁
・
文
明
の
乱
以
前
か
ら
内
衆
と
し
て
活

動
し
て
い
る
こ
と
か
ら
実
証
的
に
成
り
立
た
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
末
柄
氏
は
、
今
谷
氏
が
細
川
京
兆
家
内
衆
と
国
人
の
対

立
と
捉
え
て
い
た
も
の
は
政
元
近
習
と
な
っ
て
い
た
国
人
と
守
護
代
で
あ
る
有
力
内
衆
の
対
立
で
あ
り
、
根
本
的
に
は
国
人
掌
握
を

め
ぐ
る
京
兆
家
家
督
と
守
護
代
級
有
力
内
衆
の
間
の
対
立
で
あ
っ
た
と
し
た
。

末
柄
氏
の
研
究
は
、「
京
兆
専
制
」
や
「
国
人
不
登
用
策
」
と
い
っ
た
今
谷
氏
の
所
論
の
実
証
面
に
お
け
る
問
題
点
を
批
判
し
た

上
で
、
戦
国
期
の
細
川
京
兆
家
の
政
治
動
向
に
つ
い
て
、
幕
府
権
力
内
部
に
お
け
る
専
制
化
に
代
わ
る
視
点
と
し
て
畿
内
領
国
化
を

指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
。
被
官
関
係
を
媒
介
と
し
た
山
城
国
支
配
の
展
開
は
幕
府
の
制
度
的
枠
組
み
を
逸
脱
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
末
柄
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
幕
府
制
度
と
別
個
の
細
川
京
兆
家
独
自
の
政
治
動
向
と
捉
え
た
方
が
妥
当
で
あ
る
。

し
か
し
、
一
方
で
は
有
力
大
名
の
在
国
恒
常
化
に
よ
っ
て
幕
府
に
お
け
る
細
川
京
兆
家
の
発
言
力
が
相
対
的
に
強
ま
っ
て
お
り
、

細
川
京
兆
家
に
よ
る
幕
政
関
与
も
継
続
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。
細
川
京
兆
家
の
政
治
動
向
を
、
幕
府
内
に
お
け
る
専
制
化
、
幕
府
制

度
外
の
権
力
基
盤
強
化
と
二
者
択
一
的
に
捉
え
る
の
は
適
切
で
は
な
い
。
幕
府
内
に
お
け
る
影
響
力
を
確
保
し
つ
つ
、
分
国
の
拡
大

を
図
る
と
い
う
新
た
な
政
策
志
向
を
持
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

末
柄
氏
の
研
究
以
降
、
細
川
氏
同
族
連
合
体
制
が
細
川
氏
研
究
の
新
た
な
論
点
と
な
り
、
細
川
氏
同
族
連
合
体
制
を
め
ぐ
る
議
論

や
庶
流
守
護
家
の
研
究
に
関
心
が
移
っ
て
い
る
。
山
下
知
之
氏
は
末
柄
氏
の
細
川
氏
同
族
連
合
体
制
に
対
す
る
所
論
に
つ
い
て
、
細

川
京
兆
家
内
衆
と
庶
流
守
護
家
内
衆
に
同
姓
の
氏
族
が
存
在
し
た
こ
と
な
ど
を
根
拠
と
す
る
、
細
川
京
兆
家
に
よ
る
内
衆
を
通
じ
た

庶
流
家
統
制
は
史
料
的
根
拠
が
乏
し
い
こ
と
、
応
仁
・
文
明
の
乱
後
に
細
川
氏
同
族
連
合
体
制
は
崩
壊
し
た
と
す
る
が
、
乱
後
も
細

川
氏
一
族
と
し
て
の
行
動
が
史
料
上
に
散
見
さ
れ
、
体
制
が
維
持
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
こ
と
を
問
題
点
と
し
て
指
摘
し
て

（
１７
）

い
る
。
そ
し
て
、
細
川
京
兆
家
分
国
讃
岐
に
お
け
る
、
細
川
阿
波
守
護
家
に
よ
る
讃
岐
国
衙
領
支
配
、
細
川
備
中
守
護
家
分
国
備
中

序 章

９



に
お
け
る
、
細
川
京
兆
家
に
よ
る
備
中
国
衙
領
支
配
を
事
例
と
し
て
、
細
川
京
兆
家
と
庶
流
守
護
家
と
の
相
互
補
完
的
な
支
配
体

制
・
共
同
支
配
体
制
を
明
ら
か
に
し
、
文
明
期
の
京
兆
家
と
阿
波
守
護
家
が
協
調
し
て
行
動
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
乱
後
も
細
川
氏

同
族
連
合
体
制
が
維
持
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
的
確
な
指
摘
で
あ
り
、
山
下
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
細
川
氏
同
族
連
合

体
制
は
京
兆
家
と
庶
流
家
の
相
互
補
完
的
な
族
的
結
合
で
あ
り
、
応
仁
・
文
明
の
乱
後
も
維
持
さ
れ
た
と
捉
え
る
べ
き
で
（
１８
）

あ
る
。

ま
た
、
岡
田
謙
一
氏
は
庶
流
守
護
家
で
あ
る
細
川
和
泉
上
守
護
家
・
細
川
和
泉
下
守
護
家
の
実
態
解
明
を
行
っ
て
（
１９
）

い
る
。
和
泉
国

は
上
守
護
家
と
下
守
護
家
の
二
つ
の
守
護
家
に
よ
る
支
配
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
戦
国
期
に
な
る
と
細
川
京
兆
家
の
分
裂
抗
争
と
連

動
し
て
和
泉
守
護
家
の
改
変
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
近
年
に
お
け
る
細
川
氏
研
究
の
ま
と
ま
っ
た
成
果
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
古
野
貢
氏
の
一
連
の
研
究
で
（
２０
）

あ
る
。
古

野
氏
は
、
先
述
し
た
小
川
信
氏
に
よ
る
「
細
川
氏
同
族
連
合
体
制
」、
川
岡
勉
氏
の
「
室
町
幕
府
―
守
護
体
制
」
と
い
う
二
つ
の
概

念
を
援
用
し
て
「
京
兆
家
―
内
衆
体
制
」
と
い
う
独
自
の
概
念
を
提
起
し
、
細
川
氏
の
分
国
支
配
構
造
の
追
究
を
行
っ
て
（
２１
）

い
る
。
だ

が
、「
京
兆
家
―
内
衆
体
制
」
の
主
要
な
論
点
で
あ
る
京
兆
家
と
庶
流
守
護
家
の
一
体
性
、
内
衆
の
存
在
形
態
に
つ
い
て
、
古
野
氏

が
提
示
し
た
概
念
と
史
料
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
実
態
に
は
矛
盾
が
生
じ
て
お
り
、
細
川
氏
の
権
力
構
造
を
理
解
す
る
上
で
有
効
な
概

念
で
は
な
い
と
考
え
ら
（
２２
）

れ
る
。

た
だ
し
、
古
野
氏
の
研
究
に
お
い
て
幕
政
に
関
す
る
言
及
が
見
ら
れ
る
点
は
注
意
を
要
す
る
。
古
野
氏
は
、
戦
国
期
の
細
川
京
兆

家
は
幕
府
を
代
替
し
た
と
い
う
今
谷
氏
に
類
似
す
る
見
解
を
提
示
し
て
い
る
が
、
そ
の
論
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
現
状
の
幕
府
政

治
史
研
究
を
踏
ま
え
れ
ば
首
肯
で
き
な
い
見
解
だ
が
、
こ
う
し
た
見
解
が
生
じ
る
の
は
、
近
年
の
細
川
氏
研
究
が
幕
政
と
細
川
京
兆

家
の
関
係
を
論
じ
て
お
ら
ず
、
幕
府
政
治
史
研
究
と
の
乖
離
が
進
ん
で
い
る
た
め
で
あ
る
。

以
上
、
幕
府
政
治
史
に
関
連
す
る
将
軍
権
力
・
大
名
・
細
川
氏
の
研
究
史
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
今
谷
氏
以
降
の
研
究
に
よ
っ

て
、
戦
国
期
幕
府
に
お
け
る
将
軍
権
力
の
自
立
性
、
細
川
京
兆
家
以
外
の
大
名
に
よ
る
幕
政
関
与
が
明
ら
か
に
な
り
、
幕
府
内
専
制
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化
の
過
程
と
さ
れ
た
細
川
京
兆
家
の
政
治
動
向
も
幕
府
制
度
外
の
動
向
と
の
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
た
。
戦
国
期
幕
府
を
細
川
京
兆
家

に
よ
る
畿
内
政
権
と
み
な
す
今
谷
氏
の
幕
府
論
は
、
そ
の
理
論
的
根
拠
が
崩
れ
て
お
り
、
実
態
と
の
乖
離
か
ら
疑
問
視
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
現
状
で
は
今
谷
氏
に
代
わ
る
戦
国
期
幕
府
の
明
確
な
規
定
は
見
ら
れ
な
い
が
、
将
軍
・
大
名
に
よ
る
連
立
政
権
と
い
う

認
識
が
共
通
見
解
と
な
っ
て
い
る
。

だ
が
、
通
史
に
お
い
て
は
今
谷
氏
の
幕
府
論
の
影
響
が
い
ま
だ
根
強
い
。
戦
国
期
の
代
表
的
な
通
史
で
あ
る
勝
俣
鎮
夫
氏
の
著
作

で
は
、
戦
国
期
幕
府
を
「
細
川
氏
家
督
（
京
兆
家
）
が
幕
政
を
左
右
す
る
幕
府
体
制
」
と
す
る
な
ど
、
今
谷
氏
の
幕
府
論
に
依
拠
し

て
幕
府
政
治
史
が
叙
述
さ
れ
て
（
２３
）

い
る
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
近
年
に
な
っ
て
も
続
い
て
お
り
、
戦
国
期
の
国
家
史
を
論
じ
た
池
享
氏

は
戦
国
期
幕
府
を
「
政
治
の
実
権
は
京
兆
家
や
三
好
氏
の
手
に
移
り
、
将
軍
の
地
位
も
そ
の
動
向
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
」
と
し
、「
畿
内
政
権
と
い
う
地
方
権
力
に
す
ぎ
な
い
」
と
す
る
が
、
細
川
京
兆
家
が
実
権
を
持
つ
畿
内
政
権
と
い
う
見
解

は
今
谷
氏
の
幕
府
論
の
踏
襲
に
他
な
ら
（
２４
）

な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
幕
府
政
治
史
研
究
の
進
展
に
よ
っ
て
実
証
面
に
お
け
る
課
題
が
明
ら
か
に
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
谷
氏
の

幕
府
論
は
通
史
に
対
し
て
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
る
。
で
は
、
現
状
の
幕
府
政
治
史
研
究
は
ど
こ
に
問
題
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う

か
。ま

ず
、
第
一
の
問
題
点
は
、
将
軍
と
大
名
を
切
り
離
し
て
幕
府
政
治
を
論
じ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
今
谷
氏
の
幕
府
論
は
実
証
面
で

矛
盾
を
抱
え
つ
つ
も
、
細
川
氏
が
主
導
す
る
畿
内
政
権
と
い
う
一
貫
し
た
論
理
で
説
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
包
括
的
な
幕
府
像
を
提

示
し
て
い
た
。
だ
が
、
そ
の
後
の
幕
府
政
治
史
は
将
軍
権
力
や
大
名
の
個
別
研
究
に
分
化
し
た
上
、
特
定
の
将
軍
や
大
名
の
研
究
に

特
化
し
、
各
時
期
の
政
治
形
態
の
差
異
を
比
較
す
る
視
点
が
乏
し
か
っ
た
。
将
軍
・
大
名
を
個
別
に
取
り
上
げ
る
研
究
手
法
は
個
々

の
権
力
構
造
や
政
治
動
向
の
整
理
に
適
し
て
い
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
幕
政
の
部
分
的
解
明
に
し
か
な
ら
ず
、
全
体
像
構
築
に
は
結

び
つ
か
な
い
。
そ
の
た
め
、
将
軍
・
大
名
の
関
係
は
相
互
補
完
関
係
と
規
定
さ
れ
る
に
と
ど
ま
り
、
両
者
の
力
関
係
の
変
化
や
権
限
の
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分
掌
へ
の
理
解
は
深
ま
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
戦
国
期
幕
府
に
対
す
る
実
態
解
明
が
進
展
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
体
像
に

つ
い
て
は
将
軍
・
大
名
の
連
立
政
権
と
い
う
曖
昧
な
共
通
認
識
し
か
生
ま
れ
な
か
っ
た
。
現
状
の
幕
府
政
治
史
研
究
は
今
谷
氏
に
代

わ
る
幕
府
政
治
の
構
造
を
提
示
で
き
て
お
ら
ず
、
そ
の
こ
と
が
今
谷
氏
の
幕
府
論
が
依
然
と
し
て
踏
襲
さ
れ
る
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
本
研
究
で
は
幕
政
を
将
軍
・
大
名
に
よ
る
共
同
執
政
と
い
う
観
点
か
ら
捉
え
直
し
、
両
者
を
一
体
的
に
検
討
す
る
こ
と

で
幕
政
の
総
合
的
理
解
を
図
る
。
幕
政
を
考
察
す
る
た
め
の
課
題
と
し
て
は
、
幕
府
儀
礼
に
注
目
す
る
。
従
来
の
戦
国
期
幕
府
政
治

史
研
究
で
は
幕
府
儀
礼
は
形
式
的
な
も
の
と
し
て
軽
視
さ
れ
、
そ
の
政
治
的
意
義
が
考
察
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
だ
が
、
幕
府

儀
礼
の
体
系
的
研
究
を
行
っ
て
い
る
二
木
謙
一
氏
は
、
儀
礼
を
典
礼
・
礼
式
・
故
実
・
年
中
行
事
な
ど
の
総
称
と
規
定
し
、
室
町
幕

府
の
年
中
行
事
は
足
利
将
軍
を
中
心
と
す
る
儀
礼
的
秩
序
の
絆
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
た
上
で
、
室
町
期
で
は
成
立
期
の
儀
礼
に
幕
府

内
の
力
関
係
が
反
映
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
（
２５
）

し
た
。

戦
国
期
に
お
い
て
も
幕
府
儀
礼
に
は
将
軍
・
大
名
の
力
関
係
や
大
名
間
の
序
列
が
反
映
さ
れ
て
お
り
、
政
治
色
は
濃
厚
で
あ
る
。

将
軍
・
大
名
は
儀
礼
の
主
要
な
構
成
員
で
あ
り
、
幕
府
儀
礼
は
両
者
が
共
同
で
実
施
す
る
政
策
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、
複
数
の
時
期
に
わ
た
っ
て
継
続
的
に
行
わ
れ
て
い
る
儀
礼
も
多
い
た
め
、
各
時
期
の
相
互
比
較
に
よ
っ
て
将
軍
・
大
名
の
力
関

係
や
政
策
志
向
の
特
質
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
幕
府
儀
礼
は
将
軍
・
大
名
を
一
体
的
に
捉
え
た
上
で
幕
政
を
考
察
す
る

こ
と
に
適
し
た
事
例
で
あ
り
、
儀
礼
を
政
治
史
の
観
点
か
ら
考
察
す
る
こ
と
で
、
幕
府
政
治
史
研
究
・
幕
府
儀
礼
研
究
の
双
方
に
新

た
な
視
点
を
提
示
す
る
こ
と
が
で
（
２６
）

き
る
。

第
二
の
問
題
点
は
、
幕
府
政
治
に
お
け
る
細
川
京
兆
家
の
政
治
的
位
置
が
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
近
年
の
幕
府
政
治

史
研
究
の
比
重
は
将
軍
権
力
・
細
川
京
兆
家
以
外
の
大
名
に
移
り
、
今
谷
氏
の
幕
府
論
の
相
対
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
細
川
京

兆
家
が
幕
政
に
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
。
だ
が
、
細
川
氏
研
究
は
幕
政
と
別
個
に
論
じ
ら
れ
て
お
り
、

細
川
京
兆
家
の
政
治
的
位
置
は
不
明
で
あ
る
。
細
川
京
兆
家
を
排
除
し
て
構
築
さ
れ
た
幕
政
は
一
見
整
合
的
に
見
え
る
が
、
実
際
は
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一
部
を
取
り
上
げ
全
体
に
敷
衍
さ
せ
て
理
解
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
細
川
京
兆
家
研
究
の
低
調
が
幕
政
の
全
体
像
構
築
を
妨
げ
る

要
因
と
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
本
研
究
で
は
細
川
京
兆
家
奉
行
人
奉
書
を
考
察
す
る
こ
と
で
細
川
京
兆
家
の
政
治
的
位
置
の
解
明
を
図
る
。
細
川
京
兆

家
の
幕
政
関
与
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
現
状
の
研
究
史
を
踏
ま
え
る
と
、
優
先
的
に
考
察
す
べ
き
は
細
川
京
兆
家
奉
行
人
奉
書
の
政

治
的
意
義
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
細
川
京
兆
家
奉
行
人
奉
書
に
よ
る
遵
行
は
今
谷
氏
の
幕
府
論
の
中
核
だ
が
、
部
分
的
な
批

判
し
か
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
幕
政
上
に
お
け
る
機
能
は
明
確
で
は
な
い
。
今
谷
氏
の
研
究
は
細
川
京
兆
家
と
幕
政
の
関
係
を
正
面
か

ら
論
じ
た
唯
一
の
研
究
で
あ
り
、
研
究
史
に
与
え
た
影
響
も
大
き
い
。
今
谷
氏
の
研
究
を
総
括
し
、
そ
の
批
判
的
検
証
を
通
じ
て
細

川
京
兆
家
の
政
治
的
位
置
を
再
考
す
る
こ
と
が
幕
政
の
構
造
的
理
解
に
つ
な
が
る
。
ま
た
、
奉
書
に
よ
る
裁
許
の
補
完
と
幕
政
代
行

は
大
内
義
興
や
六
角
定
頼
に
は
見
ら
れ
な
い
細
川
京
兆
家
独
自
の
政
治
動
向
で
あ
り
、
細
川
京
兆
家
の
幕
政
上
の
位
置
を
理
解
す
る

上
で
有
益
な
課
題
で
あ
る
。

第
三
の
問
題
点
は
、
幕
府
政
治
に
参
加
し
た
大
名
の
政
治
的
位
置
が
定
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
現
状
の
幕
府
政
治
史
研
究

は
大
内
義
興
や
六
角
定
頼
な
ど
の
個
々
の
大
名
の
事
例
研
究
に
と
ど
ま
り
、
幕
政
に
参
加
し
た
大
名
が
利
害
関
係
を
共
有
し
、
一
個

の
政
治
勢
力
と
し
て
連
携
し
て
い
た
こ
と
は
捨
象
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
幕
政
へ
の
参
加
の
有
無
を
考
慮
せ
ず
に
大
名
を
一
括
し
て

把
握
し
、
将
軍
と
の
相
互
補
完
関
係
に
あ
っ
た
と
す
る
見
解
も
見
ら
れ
る
が
、
幕
政
へ
の
影
響
力
を
考
慮
せ
ず
大
名
を
平
板
に
理
解

す
る
こ
と
は
大
名
ご
と
の
発
言
力
の
差
を
無
視
す
る
こ
と
に
な
り
、
幕
政
の
構
造
的
理
解
を
妨
げ
る
。
幕
政
に
お
け
る
大
名
の
政
治

的
位
置
の
解
明
が
不
十
分
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

幕
府
政
治
に
参
加
し
た
大
名
の
政
治
的
位
置
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
細
川
京
兆
家
当
主
や
大
内
義
興
・
六
角
定
頼
ら
の
幕

政
に
関
与
し
た
大
名
を
一
体
的
に
捉
え
る
観
点
を
設
け
る
こ
と
で
彼
ら
を
共
通
の
政
治
勢
力
と
認
識
す
る
こ
と
、
幕
政
へ
の
参
加
の

有
無
に
よ
っ
て
大
名
を
区
別
す
る
こ
と
で
大
名
の
差
別
化
を
図
る
こ
と
、
の
二
つ
が
求
め
ら
れ
る
。

序 章
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幕
政
に
参
加
し
た
大
名
の
共
通
項
は
、
京
都
に
邸
宅
あ
る
い
は
恒
常
的
な
宿
所
を
持
ち
、
在
京
し
つ
つ
幕
政
に
参
加
す
る
、
あ
る

い
は
、
畿
内
近
国
に
本
拠
を
持
ち
、
在
国
の
ま
ま
幕
政
に
参
加
す
る
こ
と
で
あ
る
。
大
名
の
大
半
が
前
者
の
形
態
で
幕
政
に
参
加
し

た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、「
在
京
大
名
」
と
い
う
呼
称
が
妥
当
で
あ
る
と
考
（
２７
）

え
る
。
無
論
、
六
角
定
頼
の
よ
う
に
平
時
は
在
国
し
て

い
た
大
名
も
含
む
と
い
う
点
で
在
京
と
い
う
言
葉
は
正
確
で
は
な
い
が
、
彼
ら
は
在
京
と
在
国
を
繰
り
返
す
こ
と
で
幕
政
参
加
を
果

た
し
て
お
り
、
そ
の
点
に
お
い
て
在
京
大
名
と
い
う
概
念
に
包
摂
さ
れ
る
存
在
で
あ
る
。
ま
た
、
自
身
は
在
国
し
て
い
て
も
将
軍
権

力
と
緊
密
に
連
絡
を
取
り
合
っ
て
お
り
、
在
京
大
名
か
ら
除
外
す
る
の
は
幕
政
の
総
体
を
論
じ
る
上
で
不
適
切
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

本
研
究
で
は
恒
常
的
に
幕
政
に
参
加
し
、
政
策
決
定
に
影
響
力
を
及
ぼ
し
た
大
名
を
仮
に
在
京
大
名
と
規
定
し
、
そ
の
具
体
的
解
明

を
進
め
る
こ
と
に
（
２８
）

す
る
。

ま
た
、
直
接
幕
政
に
参
加
し
て
政
策
決
定
に
影
響
力
を
及
ぼ
す
こ
と
は
な
い
が
、
将
軍
権
力
や
在
京
大
名
と
交
渉
を
持
つ
大
名
は
、

史
料
上
「
在
国
大
名
」
と
表
現
さ
れ
て
（
２９
）

い
る
。
幕
政
に
直
接
参
加
し
な
い
大
名
は
在
国
し
て
い
る
こ
と
、
在
京
大
名
と
明
確
に
区
別

で
き
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
妥
当
な
呼
称
で
あ
る
と
考
え
る
。
よ
っ
て
、
本
研
究
で
は
在
国
し
て
直
接
幕
政
に
参
加
し
な
い
大
名

を
指
す
呼
称
と
し
て
「
在
国
大
名
」
と
い
う
用
語
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。

第
四
の
問
題
点
は
、
幕
府
政
治
史
の
考
察
対
象
と
す
る
時
期
が
義
晴
後
期
に
偏
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
現
状
の
幕
府
政
治
史
研

究
は
、
幕
政
の
内
情
を
記
し
た
『
大
館
常
興
日
記
』
や
『
親
俊
日
記
』
と
い
う
幕
臣
の
日
記
が
あ
り
、『
言
継
卿
記
』
や
『
天
文
日

記
』
な
ど
公
家
・
寺
家
の
史
料
に
も
恵
ま
れ
た
、
足
利
義
晴
治
世
期
後
半
の
義
晴
後
期
に
集
中
し
て
お
り
、
義
晴
後
期
の
幕
政
を

も
っ
て
戦
国
期
の
幕
政
全
体
を
代
表
さ
せ
る
傾
向
が
あ
る
。
し
か
し
、
義
晴
後
期
は
将
軍
の
権
力
基
盤
の
整
備
、
細
川
京
兆
家
の
政

治
力
の
低
下
な
ど
に
よ
っ
て
相
対
的
に
将
軍
の
発
言
力
が
向
上
し
、
大
名
の
影
響
力
が
低
下
し
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
将
軍
・
大
名

の
力
関
係
は
時
期
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
を
十
分
認
識
せ
ず
、
義
晴
後
期
を
典
型
と
し
て
幕
政
を
理
解
し
て
き
た
こ
と
が
、
大
名
の

政
治
的
役
割
の
過
小
評
価
を
招
い
て
い
る
。
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義
晴
後
期
を
中
心
と
す
る
従
来
の
研
究
を
相
対
化
す
る
た
め
に
は
、
他
の
時
期
に
お
け
る
在
京
大
名
の
政
治
的
位
置
を
追
究
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
明
応
の
政
変
（
明
応
二
年
、
一
四
九
三
）
が
幕
府
政
治
史
上
の
画
期
と
さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
義
晴

後
期
と
の
対
比
に
適
し
た
時
期
は
、
政
変
後
の
義
澄
期
・
義
稙
後
期
・
義
晴
前
期
に
な
る
。
特
に
、
明
応
の
政
変
前
後
で
の
幕
政
の

変
化
を
対
比
で
き
る
義
稙
後
期
、
義
晴
後
期
と
の
比
較
検
討
に
最
も
適
す
る
義
晴
前
期
の
考
察
は
優
先
的
に
行
う
べ
き
と
考
え
る
。

ま
た
、
在
京
大
名
の
幕
政
上
の
位
置
を
最
も
明
確
に
示
す
の
は
、
政
策
決
定
へ
の
関
与
で
あ
る
。
し
か
し
、
従
来
の
研
究
で
政
策
決

定
と
在
京
大
名
の
関
係
を
包
括
的
に
論
じ
た
も
の
は
義
晴
後
期
に
限
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
義
稙
後
期
・
義
晴
前
期
の
幕
政
に
お

け
る
政
策
決
定
過
程
を
考
察
し
、
義
晴
後
期
と
の
違
い
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
在
京
大
名
の
政
治
的
位
置
の
解
明
に
寄
与
す
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

第
五
の
問
題
点
は
、
制
度
史
研
究
に
偏
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
幕
府
の
政
策
決
定
方
式
や
政
治
機
構
の
実
態
解
明
は
基
礎
研
究

と
し
て
重
要
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
静
態
的
研
究
だ
け
で
は
政
策
や
政
局
と
い
っ
た
幕
府
政
治
の
動
態
的
側
面
を
理
解
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
現
状
の
幕
府
政
治
の
叙
述
は
、
合
戦
と
政
変
に
よ
る
権
力
者
（
将
軍
・
大
名
）
の
交
代
で
描
か
れ
て
お
り
、
依
然
と
し
て

武
力
を
重
視
し
た
一
面
的
な
政
治
史
の
理
解
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
制
度
と
政
治
過
程
と
の
対
応
関
係
が
十
分
に
理
解
さ
れ

て
い
な
い
た
め
だ
が
、
制
度
史
研
究
だ
け
で
は
こ
う
し
た
政
治
史
に
対
す
る
理
解
を
覆
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
こ
で
、
本
研
究
で
は
政
策
に
注
目
す
る
こ
と
で
幕
府
政
治
の
動
態
的
理
解
を
図
る
。
合
戦
や
政
局
は
政
治
の
一
部
で
あ
り
、
当

該
期
の
政
策
全
体
の
中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
で
整
合
的
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
幕
府
儀
礼
な
ど
の
政
策
の
内
容
と
成

果
に
よ
っ
て
幕
府
政
治
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
武
力
偏
重
の
幕
府
政
治
史
を
相
対
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
政
策
は

将
軍
・
大
名
が
共
同
で
実
施
す
る
も
の
で
あ
り
、
政
策
の
内
容
・
主
導
者
・
優
先
順
位
等
に
当
該
期
の
幕
府
政
治
の
特
質
が
反
映
さ

れ
て
い
る
。
重
要
政
策
の
解
明
は
、
各
時
期
に
お
け
る
幕
府
権
力
の
特
質
を
明
ら
か
に
し
、
幕
府
政
治
の
構
造
的
理
解
を
可
能
に
す

る
と
考
え
ら
れ
る
。

序 章
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以
上
の
問
題
視
角
に
基
づ
き
、
本
研
究
で
は
在
京
大
名
を
中
心
に
幕
府
政
治
の
解
明
を
試
み
る
。
そ
の
中
で
も
中
核
と
な
る
の
が
、

細
川
京
兆
家
の
考
察
で
あ
る
。
細
川
京
兆
家
当
主
は
応
仁
・
文
明
の
乱
後
も
在
京
を
続
け
、
約
七
〇
年
の
長
期
に
わ
た
っ
て
幕
政
に

影
響
力
を
行
使
し
て
い
た
代
表
的
な
在
京
大
名
で
あ
り
、
幕
政
に
お
け
る
在
京
大
名
の
政
治
的
位
置
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
最

優
先
で
考
察
す
べ
き
対
象
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
本
研
究
で
は
将
軍
や
他
の
在
京
大
名
と
の
対
比
を
交
え
つ
つ
、
細
川
京
兆
家
を
中
心

に
幕
府
政
治
の
構
造
的
特
質
の
解
明
を
行
う
。

二

本
研
究
の
構
成
と
意
図

本
研
究
の
本
論
は
、
前
項
で
述
べ
た
問
題
視
角
に
基
づ
き
、
以
下
の
三
章
九
節
で
構
成
す
る
。

第
一
章
で
は
幕
府
儀
礼
の
政
治
的
機
能
、
第
二
章
で
は
細
川
京
兆
家
奉
行
人
奉
書
に
よ
る
幕
政
の
補
完
と
代
行
、
第
三
章
で
は
政

策
決
定
過
程
に
お
け
る
在
京
大
名
の
政
治
的
役
割
を
分
析
対
象
と
す
る
。
各
章
の
順
序
は
、
将
軍
権
力
と
複
数
の
在
京
大
名
が
連
携

し
て
幕
政
を
運
営
す
る
と
い
う
全
体
構
造
を
ま
ず
示
し
、
次
に
将
軍
権
力
を
在
京
大
名
の
家
政
機
関
が
補
完
・
代
行
す
る
と
い
う
下

部
構
造
を
示
し
、
そ
の
上
で
、
将
軍
権
力
と
在
京
大
名
の
家
政
機
関
が
連
携
し
て
政
策
決
定
・
実
施
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
上
部
構

造
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
幕
府
政
治
の
構
造
的
理
解
を
図
る
と
い
う
意
図
に
基
づ
く
構
成
で
あ
る
。

第
一
章
「
戦
国
期
の
幕
府
儀
礼
と
細
川
京
兆
家
」
は
、
将
軍
御
所
の
猿
楽
興
行
、
将
軍
の
大
名
邸
御
成
、
足
利
将
軍
家
元
服
儀
礼

の
三
つ
の
幕
府
儀
礼
を
検
討
し
、
儀
礼
が
政
治
史
上
に
果
た
し
た
機
能
を
明
ら
か
に
す
る
。

猿
楽
興
行
は
宴
の
余
興
、
御
成
は
正
月
の
年
中
行
事
、
元
服
は
成
人
儀
礼
に
由
来
す
る
儀
礼
で
あ
り
、
儀
礼
的
性
格
は
各
々
異
な

る
。
し
か
し
、
将
軍
・
在
京
大
名
の
関
係
を
構
築
し
、
政
治
秩
序
を
形
成
す
る
と
い
う
機
能
を
共
有
し
て
お
り
、
一
定
の
共
通
性
を

持
つ
儀
礼
と
し
て
扱
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
本
研
究
に
お
い
て
は
各
儀
礼
の
特
質
に
留
意
し
つ
つ
、
幕
府
の
重
要
政
策
と
し
て
幕

府
儀
礼
を
考
察
す
る
。
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史
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・
影
写
本
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所
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者
五
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大
山
崎
町
歴
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資
料
館
蔵

「
大
山
崎
町
歴
史
資
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所
蔵
文
書
」

京
都
市
歴
史
資
料
館
蔵

「
今
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社
文
書
」（
写
真
帳
）

京
都
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学
総
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物
館
蔵

「
宝
珠
院
文
書
」（
写
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帳
）

京
都
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資
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蔵

「
東
寺
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文
書
」（
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）
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「
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山
亭
御
成
記
」

「
足
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晴
佐
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木
亭
御
成
記
」

「
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細
川
亭
御
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」
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条
家
文
書
」（
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真
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）

「
拾
芥
記
」

「
諸
大
名
衆
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御
成
被
申
入
記
」

「
土
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家
文
書
」（
写
真
帳
）

「
尚
経
公
記
」（
写
真
帳
）

「
細
川
亭
御
成
記
」

「
壬
生
家
文
書
」（
写
真
帳
）

「
壬
生
于
恒
記
」

「
守
光
公
記
」

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵

「
押
小
路
文
書
」

「
和
長
卿
記
」

「
経
尋
記
」

「
御
元
服
聞
書
」

「
寺
社
雑
事
記
」

「
制
札
・
御
産
所
御
道
具
外
」

「
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
」（
写
真
帳
）

「
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
目
録
」（
写
真
帳
）

「
曇
華
院
殿
古
文
書
」

「
二
水
記
」（
写
真
帳
）

「
山
科
家
古
文
書
」
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国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵

「
北
野
文
書
」（
写
真
帳
）

「
厳
助
往
年
記
」

「
清
閑
寺
文
書
」（
写
真
帳
）

「
文
安
六
年
足
利
義
成
元
服
記
」（
写
真
帳
）

尊
経
閣
文
庫
蔵

「
義
晴
御
元
服
記
録
」

「
義
晴
将
軍
元
服
�
判
始
記
」

筑
波
大
学
附
属
図
書
館
蔵

「
北
野
社
家
日
記
」

「
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
文
書
」

天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵

「
大
館
常
興
日
記
」

「
御
作
事
方
日
記
」

「
雑
事
覚
悟
事
」

「
晴
光
覚
書
」

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵

「
秋
山
家
文
書
」（
影
写
本
）

「
開
口
神
社
文
書
」（
写
真
帳
）

「
穴
太
寺
文
書
」（
影
写
本
）

「
穴
太
寺
文
書
」（
写
真
帳
）

「
天
城
文
書
」（
影
写
本
）

「
余
部
文
書
」（
写
真
帳
）

「
雨
森
善
四
郎
氏
所
蔵
文
書
」（
写
真
帳
）

「
出
雲
神
社
文
書
」（
写
真
帳
）

「
井
関
文
書
」（
写
真
帳
）

「
伊
勢
守
貞
忠
亭
御
成
記
」（
写
真
帳
）

「
今
西
文
書
」（
影
写
本
）

「
石
清
水
文
書
」（
写
真
帳
）

「
蔭
涼
軒
日
録
」（
写
真
帳
）

「
上
杉
家
文
書
」（
写
真
帳
）

「
永
正
十
三
年
記
」（
写
真
帳
）

「
永
正
十
五
年
畠
山
順
光
亭
御
成
記
」（
写
真
帳
）

「
円
満
院
文
書
」（
影
写
本
）

「
大
館
常
興
日
記
」（
写
真
帳
）

「
大
友
文
書
」（
写
真
帳
）

「
小
畠
文
書
」（
写
真
帳
）

「
勧
修
寺
文
書
」（
写
真
帳
）

「
勧
修
寺
文
書
」（
謄
写
本
）

「
片
山
家
文
書
」（
写
真
帳
）

「
華
頂
要
略
」（
写
真
帳
）

「
勝
尾
寺
文
書
」（
写
真
帳
）

「
狩
野
亨
吉
蒐
集
文
書
」（
写
真
帳
）

「
賀
茂
別
雷
神
社
文
書
」（
写
真
帳
）

「
革
島
文
書
」（
写
真
帳
）

「
北
河
原
森
本
文
書
」（
写
真
帳
）
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「
北
野
社
家
日
記
」（
写
真
帳
）

「
北
野
社
家
引
付
」（
写
真
帳
）

「
北
野
神
社
文
書
」（
写
真
帳
）

「
教
王
護
国
寺
文
書
」（
写
真
帳
）

「
京
都
大
学
国
史
研
究
室
本
大
通
寺
文
書
」（
写
真
帳
）

「
玉
林
院
文
書
」（
影
写
本
）

「
清
水
寺
文
書
」（
写
真
帳
）

「
記
録
御
用
所
本
古
文
書
」（
写
真
帳
）

「
九
条
家
文
書
」（
写
真
帳
）

「
公
方
様
御
成
之
次
第
」（
写
真
帳
）

「
公
方
様
正
月
御
事
始
記
」（
謄
写
本
）

「
建
内
文
書
」（
影
写
本
）

「
光
源
院
殿
御
元
服
記
」（
写
真
帳
）

「
高
山
寺
文
書
」（
写
真
帳
）

「
広
隆
寺
文
書
」（
影
写
本
）

「
久
我
家
文
書
」（
影
写
本
）

「
古
簡
雑
纂
」（
写
真
帳
）

「
御
随
身
三
上
記
」（
写
真
帳
）

「
御
内
書
案
」（
写
真
帳
）

「
近
衛
家
文
書
」（
影
写
本
）

「
小
林
凱
之
氏
所
蔵
文
書
」（
写
真
帳
）

「
後
法
興
院
政
家
記
」（
写
真
帳
）

「
後
法
成
寺
関
白
記
」（
写
真
帳
）

「
古
文
書
纂
」（
写
真
帳
）

「
金
蓮
寺
文
書
」（
影
写
本
）

「
佐
治
文
書
」（
影
写
本
）

「
貞
助
記
」（
写
真
帳
）

「
座
田
文
書
」（
写
真
帳
）

「
座
中
天
文
記
」（
写
真
帳
）

「
雑
々
日
記
」（
影
写
本
）

「
実
隆
公
記
」（
写
真
帳
）

「
私
心
記
」（
写
真
帳
）

「
地
蔵
院
文
書
」（
写
真
帳
）

「
実
相
院
文
書
」（
影
写
本
）

「
輯
古
帖
」（
影
写
本
）

「
集
古
文
書
」（
謄
写
本
）

「
成
就
院
文
書
」（
影
写
本
）

「
浄
福
寺
文
書
」（
影
写
本
）

「
諸
家
文
書
纂
」（
影
写
本
）

「
諸
大
名
衆
御
成
被
申
入
記
」（
写
真
帳
）

「
真
珠
庵
文
書
」（
写
真
帳
）

「
真
乗
院
文
書
」（
写
真
帳
）

「
新
善
光
寺
文
書
」（
影
写
本
）

「
誓
願
寺
文
書
」（
写
真
帳
）

「
清
涼
寺
文
書
」（
写
真
帳
）

「
禅
定
寺
文
書
」（
写
真
帳
）

「
泉
湧
寺
文
書
」（
写
真
帳
）

「
善
峰
寺
文
書
」（
写
真
帳
）

「
宗
五
大
草
紙
」（
写
真
帳
）

「
尊
経
閣
古
文
書
纂
」（
写
真
帳
）
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「
大
雲
山
誌
稿
」（
影
写
本
）

「
大
永
四
年
細
川
亭
御
成
記
」（
写
真
帳
）

「
醍
醐
寺
文
書
」（
写
真
帳
）

「
大
通
寺
文
書
」（
写
真
帳
）

「
大
徳
寺
文
書
」（
写
真
帳
）

「
多
田
神
社
文
書
」（
写
真
帳
）

「
伊
達
家
文
書
」（
写
真
帳
）

「
田
中
慶
太
郎
所
蔵
文
書
」（
影
写
本
）

「
田
中
光
治
氏
所
蔵
文
書
」（
写
真
帳
）

「
田
中
教
忠
氏
所
蔵
文
書
」（
写
真
帳
）

「
多
聞
院
日
記
」（
写
真
帳
）

「
丹
波
片
山
家
文
書
」（
写
真
帳
）

「
親
孝
日
記
」（
写
真
帳
）

「
親
俊
日
記
」（
写
真
帳
）

「
親
長
日
記
」（
写
真
帳
）

「
親
元
日
記
」（
写
真
帳
）

「
長
福
寺
文
書
」（
写
真
帳
）

「
塚
本
文
書
」（
写
真
帳
）

「
殿
中
申
次
記
」（
写
真
帳
）

「
天
文
十
七
年
細
川
亭
御
成
記
」（
写
真
帳
）

「
天
文
十
八
年
佐
々
木
亭
御
成
記
」（
写
真
帳
）

「
天
文
日
記
」（
写
真
帳
）

「
天
龍
寺
文
書
」（
写
真
帳
）

「
東
寺
文
書
」（
写
真
帳
）

「
東
寺
百
合
文
書
」（
写
真
帳
）

「
東
大
寺
文
書
」（
写
真
帳
）

「
言
国
卿
記
」（
写
真
帳
）

「
言
継
卿
記
」（
写
真
帳
）

「
土
佐
家
文
書
」（
写
真
帳
）

「
鳥
居
大
路
文
書
」（
写
真
帳
）

「
長
興
宿
禰
記
」（
写
真
帳
）

「
二
尊
院
文
書
」（
写
真
帳
）

「
新
田
家
旧
蔵
文
書
」（
写
真
帳
）

「
蜷
川
家
文
書
」（
写
真
帳
）

「
日
本
中
央
競
馬
会
記
念
館
所
蔵
文
書
」（
写
真
帳
）

「
宣
胤
卿
記
」（
写
真
帳
）

「
野
間
建
明
家
文
書
」（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
）

「
羽
倉
文
書
」（
写
真
帳
）

「
東
文
書
」（
写
真
帳
）

「
日
野
家
領
文
書
写
」（
写
真
帳
）

「
平
野
社
文
書
」（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
）

「
福
勝
寺
文
書
」（
影
写
本
）

「
武
雑
礼
」（
写
真
帳
）

「
遍
照
心
院
文
書
」（
影
写
本
）

「
法
金
剛
院
文
書
」（
写
真
帳
）

「
保
阪
潤
治
氏
所
蔵
文
書
」（
影
写
本
）

「
本
能
寺
文
書
」（
写
真
帳
）

「
前
田
家
所
蔵
文
書
」（
写
真
帳
）

「
松
尾
神
社
文
書
」（
写
真
帳
）

「
松
尾
月
読
神
社
文
書
」（
写
真
帳
）
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「
三
浦
周
行
所
蔵
文
書
」（
影
写
本
）

「
水
無
瀬
神
社
文
書
」（
写
真
帳
）

「
壬
生
家
文
書
」（
写
真
帳
）

「
明
王
院
文
書
」（
写
真
帳
）

「
妙
心
寺
文
書
」（
影
写
本
）

「
妙
蓮
寺
文
書
」（
写
真
帳
）

「
元
長
卿
記
」（
写
真
帳
）

「
康
富
記
」（
写
真
帳
）

「
山
科
家
古
文
書
」（
写
真
帳
）

「
離
宮
八
幡
宮
文
書
」（
写
真
帳
）

「
龍
潭
寺
文
書
」（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
）

「
龍
安
寺
文
書
」（
影
写
本
）

「
両
足
院
文
書
」（
影
写
本
）

「
蓮
華
寺
文
書
」（
写
真
帳
）

「
鹿
王
院
文
書
」（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
）

「
鹿
苑
日
録
」（
写
真
帳
）

「
早
稲
田
大
学
荻
野
研
究
室
所
蔵
文
書
」（
影
写
本
）

「
和
田
英
松
氏
所
蔵
文
書
」（
影
写
本
）

刊
行
物
（
編
・
著
者
五
十
音
順
に
配
列
）

飯
倉
晴
武
校
訂
『
史
料
纂
集

長
興
宿
禰
記
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
八
年
）

今
谷
明
・
高
橋
康
夫
編
『
室
町
幕
府
文
書
集
成

奉
行
人
奉
書
篇
』
上
・
下
（
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
六
年
）

奥
野
高
広
校
訂
『
史
料
纂
集

賀
茂
別
雷
神
社
文
書
』
一
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
八
八
年
）

北
西
弘
編
『
真
宗
史
料
集
成
三

一
向
一
揆
』（
同
朋
社
、
一
九
七
九
年
）

宮
内
庁
書
陵
部
編
『
九
条
家
文
書
』
一
〜
七
（
宮
内
庁
書
陵
部
、
一
九
七
一
〜
七
五
年
）

宮
内
庁
書
陵
部
編
『
九
条
家
歴
世
記
録
二

尚
経
公
記
』（
明
治
書
院
、
一
九
九
〇
年
）

桑
山
浩
然
編
『
室
町
幕
府
引
付
史
料
集
成
』
上
（
近
藤
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
）

高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
編
『
高
山
寺
資
料
叢
書
四

高
山
寺
古
文
書
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
五
年
）

國
學
院
大
學
久
我
家
文
書
編
纂
委
員
会
編
『
久
我
家
文
書
』
一
〜
四
（
國
學
院
大
學
、
一
九
八
二
〜
八
七
年
）

国
書
刊
行
会
編
『
続
々
群
書
類
従
三

続
南
行
雑
録
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
八
四
年
）

近
衛
尚
通
『
後
法
成
寺
関
白
記
』
一
〜
三
（
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
五
年
）

近
藤
瓶
城
編
『
改
定
史
籍
集
覧
二
四

拾
芥
記
』（
臨
川
書
店
、
一
九
八
四
年
）

近
藤
瓶
城
編
『
改
定
史
籍
集
覧
二
五

厳
助
往
年
記
』（
臨
川
書
店
、
一
九
八
四
年
）
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泉
涌
寺
編
『
泉
涌
寺
史

資
料
編
』（
法
藏
館
、
一
九
八
四
年
）

高
橋
隆
三
編
『
実
隆
公
記
』
一
〜
十
三
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
三
一
〜
六
三
年
）

高
橋
隆
三
ほ
か
校
訂
『
言
継
卿
記
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
五
〜
九
八
年
）

竹
内
秀
雄
校
訂
『
史
料
纂
集

北
野
社
家
日
記
』
一
〜
六
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
七
二
〜
七
三
年
）

竹
内
理
三
編
『
増
補
続
史
料
大
成

蔭
涼
軒
日
録
』
一
〜
五
（
臨
川
書
店
、
一
九
七
八
年
）

竹
内
理
三
編
『
増
補
続
史
料
大
成

大
館
常
興
日
記
』
一
〜
三
（
臨
川
書
店
、
一
九
六
七
年
）

竹
内
理
三
編
『
増
補
続
史
料
大
成

後
法
興
院
政
家
記
』
一
〜
八
（
臨
川
書
店
、
一
九
六
七
年
）

竹
内
理
三
編
『
増
補
続
史
料
大
成

大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
一
〜
十
二
（
臨
川
書
店
、
一
九
七
八
年
）

竹
内
理
三
編
『
増
補
続
史
料
大
成

多
聞
院
日
記
』
一
〜
五
（
臨
川
書
店
、
一
九
七
八
年
）

竹
内
理
三
編
『
増
補
続
史
料
大
成

親
孝
日
記
』（
臨
川
書
店
、
一
九
七
八
年
）

竹
内
理
三
編
『
増
補
続
史
料
大
成

親
俊
日
記
』
一
・
二
（
臨
川
書
店
、
一
九
七
八
年
）

竹
内
理
三
編
『
増
補
続
史
料
大
成

親
長
卿
記
』
一
〜
五
（
臨
川
書
店
、
一
九
七
五
年
）

竹
内
理
三
編
『
増
補
続
史
料
大
成

親
元
日
記
』
一
〜
三
（
臨
川
書
店
、
一
九
六
七
年
）

竹
内
理
三
編
『
増
補
続
史
料
大
成

宣
胤
卿
記
』
一
・
二
（
臨
川
書
店
、
一
九
六
七
年
）

竹
内
理
三
編
『
増
補
続
史
料
大
成

康
冨
記
』
一
〜
四
（
臨
川
書
店
、
一
九
六
五
年
）

田
沼
睦
校
訂
『
史
料
纂
集

石
清
水
八
幡
宮
文
書

外
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
九
年
）

辻
善
之
助
他
校
訂
『
鹿
苑
日
録
』
一
〜
六
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
一
〜
九
一
年
）

天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
編
『
ビ
ブ
リ
ア
』
八
九
号
（
天
理
図
書
館
、
一
九
八
七
年
）

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
大
日
本
古
記
録

後
法
成
寺
関
白
記
』
一
〜
三
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
〜
二
〇
〇
七
年
）

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
大
日
本
古
記
録

二
水
記
』
一
〜
四
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
〜
九
七
年
）

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第
三

伊
達
家
文
書
』
一
〜
十
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、
一
九
〇
八
〜
一
四
年
）

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第
四

石
清
水
八
幡
宮
文
書
』
一
〜
六
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、
一
九
〇
九
〜
一
五
年
）

東
京
大
学
文
学
部
史
料
編
纂
所
編
『
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第
十
二

上
杉
家
文
書
』一
〜
三（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、
一
九
三
一
〜
三
五
年
）

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第
十
七

大
徳
寺
文
書
』
一
〜
十
四
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、
一
九
四
三
〜
八
五
年
）

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第
十
七

大
徳
寺
文
書
別
集
真
珠
庵
文
書
』
一
〜
七
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、
一
九
八
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九
年
〜
二
〇
〇
九
年
）

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第
二
一

蜷
川
家
文
書
』
一
〜
六
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、
一
九
八
一
〜
九
六
年
）

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第
二
二

益
田
家
文
書
』
一
〜
四
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、
二
〇
〇
〇
〜
一
二
年
）

豊
田
武
・
田
沼
睦
・
飯
倉
晴
武
校
訂
『
史
料
纂
集

言
国
卿
記
』
一
〜
八
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
九
〜
九
五
年
）

芳
賀
幸
四
郎
校
訂
『
史
料
纂
集

元
長
卿
記
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
七
三
年
）

塙
保
己
一
編
『
群
書
類
従
』
第
二
十
二
輯
武
家
部
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
二
八
年
）

塙
保
己
一
編
『
続
群
書
類
従
』
第
二
十
三
輯
下
武
家
部
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
二
四
年
）

塙
保
己
一
編
『
続
群
書
類
従
』
第
三
十
五
輯
拾
遺
部
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
七
二
年
）

塙
保
己
一
編
『
続
群
書
類
従
』
補
遺
第
三

一
〜
十
一
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
五
七
〜
六
六
年
）

村
井
祐
樹
編
『
戦
國
遺
文

佐
々
木
六
角
氏
編
』（
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
九
年
）

山
田
雄
司
『
史
料
纂
集

北
野
社
家
日
記
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
二
〇
〇
一
年
）

山
田
雄
司
・
山
澤
学
校
訂
『
史
料
纂
集

北
野
社
家
日
記
』（
八
木
書
店
、
二
〇
一
一
年
）
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参
考
文
献
一
覧
（
著
者
名
・
編
者
名
の
五
十
音
順
に
配
列
）

著

書

天
野
忠
幸
『
戦
国
期
三
好
政
権
の
研
究
』（
清
文
堂
出
版
、
二
〇
一
〇
年
）

家
永
遵
嗣
『
室
町
幕
府
将
軍
権
力
の
研
究
』（
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
、
一
九
九
五
年
）

今
谷

明
『
室
町
幕
府
解
体
過
程
の
研
究
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
五
年
）

今
谷

明
『
守
護
領
国
支
配
機
構
の
研
究
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
八
六
年
）

今
谷

明
『
室
町
時
代
政
治
史
論
』（
塙
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
）

奥
野
高
廣
『
戦
国
時
代
の
宮
廷
生
活
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
二
〇
〇
四
年
）

小
川

信
『
足
利
一
門
守
護
発
展
史
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
〇
年
）

小
山
田
義
夫
『
一
国
平
均
役
と
中
世
社
会
』（
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
八
年
）

勝
俣
鎮
夫
『
戦
国
時
代
論
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
）

川
岡

勉
『
室
町
幕
府
と
守
護
権
力
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
）

川
岡

勉
『
山
名
宗
全
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
九
年
）

久
留
島
典
子
『
一
揆
と
戦
国
大
名
』（
講
談
社
、
二
〇
〇
一
年
）

桑
山
浩
然
『
室
町
幕
府
の
政
治
と
経
済
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
）

小
島
道
裕
『
描
か
れ
た
戦
国
の
京
都
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
九
年
）

小
谷
利
明
『
畿
内
戦
国
期
守
護
と
地
域
社
会
』（
清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
三
年
）

小
山
靖
憲
編
『
戦
国
期
畿
内
の
政
治
社
会
構
造
』（
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
六
年
）

田
沼

睦
『
中
世
後
期
社
会
と
公
田
体
制
』（
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
七
年
）

西
島
太
郎
『
戦
国
期
室
町
幕
府
と
在
地
領
主
』（
八
木
書
店
、
二
〇
〇
六
年
）

能
勢
朝
次
『
能
楽
源
流
考
』（
岩
波
書
店
、
一
九
三
八
年
）

林
屋
辰
三
郎
『
中
世
芸
能
史
の
研
究
』（
岩
波
書
店
、
一
九
六
〇
年
）

二
木
謙
一
『
中
世
武
家
儀
礼
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
五
年
）
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二
木
謙
一
『
中
世
武
家
の
作
法
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
）

古
野

貢
『
中
世
後
期
細
川
氏
の
権
力
構
造
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八
年
）

水
野
智
之
『
室
町
時
代
公
武
関
係
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
五
年
）

村
井
祐
樹
『
戦
国
大
名
佐
々
木
六
角
氏
の
基
礎
研
究
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
三
年
）

盛
本
昌
広
『
贈
答
と
宴
会
の
中
世
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八
年
）

山
田
康
弘
『
戦
国
期
室
町
幕
府
と
将
軍
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
）

山
田
康
弘
『
戦
国
時
代
の
足
利
将
軍
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
一
年
）

湯
川
敏
治
『
戦
国
期
公
家
社
会
と
荘
園
経
済
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
二
〇
〇
五
年
）

弓
倉
弘
年
『
中
世
後
期
畿
内
近
国
守
護
の
研
究
』（
清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
六
年
）

吉
田
賢
司
『
室
町
幕
府
軍
制
の
構
造
と
展
開
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
〇
年
）

脇
田
晴
子
『
天
皇
と
中
世
文
化
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
）

論

文

青
山
英
夫
「�
明
応
の
政
変
�
に
関
す
る
覚
書
」（『
上
智
史
学
』
二
八
号
、
一
九
八
三
年
）

阿
部
綾
子
「
将
軍
家
元
服
儀
礼
に
お
け
る
加
冠
・
理
髪
役
に
つ
い
て
」（『
福
島
県
立
博
物
館
紀
要
』
二
一
号
、
二
〇
〇
七
年
）

飯
倉
晴
武
「
応
仁
の
乱
以
降
に
お
け
る
室
町
幕
府
の
性
格
」（
日
本
古
文
書
学
会
編
『
日
本
古
文
書
学
論
集
８
』
中
世
Ⅳ
、
吉
川
弘
文
館
、
一

九
八
七
年
、
初
出
は
一
九
七
四
年
）

家
永
遵
嗣
「
明
応
二
年
の
政
変
と
伊
勢
宗
瑞
（
北
条
早
雲
）
の
人
脈
」（『
成
城
大
学
短
期
大
学
部
紀
要
』
二
七
号
、
一
九
九
六
年
）

家
永
遵
嗣
「
将
軍
権
力
と
大
名
と
の
関
係
を
見
る
視
点
」（『
歴
史
評
論
』
五
七
号
、
一
九
九
七
年
）

池

享
「
地
域
国
家
の
分
立
か
ら
統
一
国
家
の
確
立
へ
」（
宮
地
正
人
・
佐
藤
信
・
五
味
文
彦
・
高
埜
利
彦
編
『
国
家
史
』、
山
川
出
版
社
、

二
〇
〇
六
年
）

市
村
高
男
「
戦
国
期
の
地
域
権
力
と
�
国
家
�・�
日
本
国
�」（『
日
本
史
研
究
』
五
一
九
号
、
二
〇
〇
五
年
）

今
岡
典
和
「
御
内
書
と
副
状
」（
大
山
喬
平
教
授
退
官
記
念
会
編
『
日
本
社
会
の
史
的
構
造
古
代
・
中
世
』、
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
七
年
）

今
岡
典
和
「
足
利
義
稙
政
権
と
大
内
義
興
」（
上
横
手
雅
敬
編
『
中
世
公
武
権
力
の
構
造
と
展
開
』、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年
）

上
島

有
「
解
説
」（
日
本
古
文
書
学
会
編
『
日
本
古
文
書
学
論
集
８
中
世
Ⅳ
』、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
年
）
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岡
田
謙
一
「
室
町
後
期
の
和
泉
下
守
護
細
川
民
部
大
輔
基
経
」（『
日
本
歴
史
』
五
六
六
号
、
一
九
九
五
年
）

岡
田
謙
一
「
細
川
高
国
派
の
和
泉
守
護
に
つ
い
て
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
一
八
二
号
、
二
〇
〇
二
年
）

岡
田
謙
一
「
細
川
右
馬
頭
尹
賢
小
考
」（
阿
部
猛
編
『
中
世
政
治
史
の
研
究
』、
日
本
史
史
料
研
究
会
、
二
〇
一
〇
年
）

岡
田
謙
一
「
細
川
晴
国
小
考
」（
天
野
忠
幸
・
片
山
正
彦
・
古
野
貢
・
渡
邊
大
門
編
『
戦
国
・
織
豊
期
の
西
国
社
会
』、
日
本
史
史
料
研
究
会
、

二
〇
一
二
年
）

奥
村
徹
也
「
天
文
期
の
室
町
幕
府
と
六
角
定
頼
」（
米
原
正
義
先
生
古
希
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
『
戦
国
織
豊
期
の
政
治
と
文
化
』、
続
群
書
類

従
完
成
会
、
一
九
九
三
年
）

金
子

拓
「
室
町
殿
東
寺
御
成
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
」（
同
著
『
中
世
武
家
政
権
と
政
治
秩
序
』、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
）

金
子

拓
「
寛
正
三
年
足
利
義
政
東
寺
御
成
と
東
寺
の
寺
院
経
済
」（
羽
下
徳
彦
編
『
中
世
の
社
会
と
史
料
』、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
五
年
）

雉
岡
恵
一
「
室
町
幕
府
奉
行
人
中
沢
氏
の
成
立
に
つ
い
て
」（
東
寺
文
書
研
究
会
編
『
東
寺
文
書
に
み
る
中
世
社
会
』、
東
京
堂
出
版
、
一
九
九

九
年
）

木
下
昌
規
「
戦
国
期
侍
所
開
闔
の
基
礎
的
研
究
」（『
戦
国
史
研
究
』
五
二
号
、
二
〇
〇
六
年
）

小
泉
義
博
「
室
町
幕
府
奉
行
人
奉
書
の
充
所
」（
日
本
古
文
書
学
会
編
『
日
本
古
文
書
学
論
集
８
中
世
Ⅳ
』、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
年
、
初

出
は
一
九
七
六
年
）

小
島
道
裕
「
洛
中
洛
外
図
屏
風
歴
博
甲
本
の
成
立
と
初
期
洛
中
洛
外
図
屏
風
諸
本
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
一
四
五
号
、
二
〇

〇
八
年
）

小
谷
利
明
「
畠
山
稙
長
の
動
向
」（
矢
田
俊
文
編
『
戦
国
期
の
権
力
と
文
書
』、
高
志
書
院
、
二
〇
〇
四
年
）

小
谷
利
明
「
畿
内
戦
国
期
守
護
と
室
町
幕
府
」（『
日
本
史
研
究
』
五
一
〇
号
、
二
〇
〇
五
年
）

五
島
邦
治
「
武
家
猿
楽
と
室
町
殿
に
お
け
る
興
行
」（『
芸
能
史
研
究
』
八
五
号
、
一
九
八
四
年
）

五
島
邦
治
「
室
町
幕
府
の
式
楽
と
猿
楽
の
武
家
奉
公
」（『
日
本
歴
史
』
四
七
三
号
、
一
九
八
七
年
）

小
森
崇
弘
「
後
土
御
門
天
皇
期
の
禁
裏
に
お
け
る
猿
楽
興
行
の
諸
様
相
」（
同
著
『
戦
国
期
禁
裏
と
公
家
社
会
の
文
化
史
』、
小
森
崇
弘
君
著
書

刊
行
委
員
会
、
二
〇
一
〇
年
、
初
出
は
二
〇
〇
五
年
）

設
楽

薫
「
将
軍
足
利
義
材
の
政
務
決
裁
」（『
史
学
雑
誌
』
九
六
編
七
号
、
一
九
八
七
年
）

設
楽

薫
「
室
町
幕
府
の
評
定
衆
と
�
御
前
沙
汰
�」（『
古
文
書
研
究
』
二
八
号
、
一
九
八
七
年
）

設
楽

薫
「
足
利
義
材
の
没
落
と
将
軍
直
臣
団
」（『
日
本
史
研
究
』
三
〇
一
号
、
一
九
八
七
年
）

参考文献一覧
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設
楽

薫
「
足
利
義
尚
政
権
考
」（『
史
学
雑
誌
』
九
八
編
二
号
、
一
九
八
九
年
）

設
楽

薫
「
将
軍
足
利
義
晴
の
政
務
決
裁
と
�
内
談
衆
�」（『
年
報
中
世
史
研
究
』
二
〇
号
、
一
九
九
五
年
）

設
楽

薫
「
将
軍
足
利
義
晴
の
嗣
立
と
大
館
常
興
の
登
場
」（『
日
本
歴
史
』
六
三
一
号
、
二
〇
〇
〇
年
）

設
楽

薫
「
足
利
義
晴
期
に
お
け
る
内
談
衆
の
人
的
構
成
に
関
す
る
考
察
」（『
遙
か
な
る
中
世
』
一
九
号
、
二
〇
〇
一
年
）

設
楽

薫
「
将
軍
足
利
義
晴
期
に
お
け
る
�
内
談
衆
�
の
成
立
（
前
編
）」（『
室
町
時
代
研
究
』
一
号
、
二
〇
〇
二
年
）

設
楽

薫
「
室
町
幕
府
奉
行
人
松
田
丹
後
守
流
の
世
系
と
家
伝
史
料
」（『
室
町
時
代
研
究
』
二
号
、
二
〇
〇
八
年
）

清
水
久
夫
「
将
軍
足
利
義
晴
期
に
お
け
る
御
前
沙
汰
」（
日
本
古
文
書
学
会
編
『
日
本
古
文
書
学
論
集
８
中
世
Ⅳ
』、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七

年
、
初
出
は
一
九
七
九
年
）

末
柄

豊
「
細
川
氏
の
同
族
連
合
体
制
の
解
体
と
畿
内
領
国
化
」（
石
井
進
編
『
中
世
の
法
と
政
治
』、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
二
年
）

末
柄

豊
「
大
永
五
年
に
完
成
し
た
将
軍
御
所
の
所
在
地
」（『
画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
通
信
』
五
四
号
、
二
〇
一
一
年
）

高
橋
康
夫
「
描
か
れ
た
京
都
」（『
中
世
都
市
研
究
一
二

中
世
の
中
の
京
都
』、
新
人
物
往
来
社
、
二
〇
〇
六
年
）

田
中
淳
子
「
山
城
国
に
お
け
る
�
室
町
幕
府
―
守
護
体
制
�
の
変
容
」（『
日
本
史
研
究
』
四
六
六
号
、
二
〇
〇
一
年
）

中
西
裕
樹
「
摂
津
国
上
郡
に
お
け
る
守
護
代
薬
師
寺
氏
」（
天
野
忠
幸
・
片
山
正
彦
・
古
野
貢
・
渡
邊
大
門
編
『
戦
国
・
織
豊
期
の
西
国
社
会
』、

日
本
史
史
料
研
究
会
、
二
〇
一
二
年
）

仲
村

研
「
九
条
家
代
官
石
井
氏
に
つ
い
て
」（
同
著
『
中
世
地
域
史
の
研
究
』、
高
科
書
店
、
一
九
八
八
年
、
初
出
は
一
九
七
九
年
）

野
田
泰
三
「
戦
国
期
に
お
け
る
守
護
・
守
護
代
・
国
人
」（『
日
本
史
研
究
』
四
六
四
号
、
二
〇
〇
一
年
）

野
田
泰
三
「
西
岡
国
人
土
豪
と
三
好
氏
」（
東
寺
文
書
研
究
会
編
『
東
寺
文
書
に
み
る
中
世
社
会
』、
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
九
年
）

芳
賀
幸
四
郎
「
中
世
末
期
に
お
け
る
三
条
西
家
の
経
済
的
基
盤
と
そ
の
崩
壊
」（『
日
本
学
士
院
紀
要
』
一
三
巻
一
号
、
一
九
五
五
年
）

羽
下
徳
彦
「
室
町
幕
府
侍
所
頭
人
付
山
城
守
護
補
任
沿
革
考
証
稿
」（『
東
洋
大
学
紀
要
』
文
学
部
篇
、
一
六
集
、
一
九
六
二
年
）

羽
下
徳
彦
「
室
町
幕
府
初
期
検
断
小
考
」（『
日
本
社
会
経
済
史
研
究
』
中
世
編
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
七
年
）

羽
下
徳
彦
「
室
町
幕
府
侍
所
考
」（『
論
集
日
本
歴
史
五

室
町
政
権
』、
有
精
堂
出
版
、
一
九
七
五
年
、
初
出
は
一
九
六
三
年
・
一
九
六
四
年
）

萩
原
大
輔
「
足
利
義
尹
政
権
考
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
二
二
九
号
、
二
〇
一
一
年
）

長
谷
川
博
史
「
戦
国
期
西
国
の
大
名
権
力
と
東
ア
ジ
ア
」（『
日
本
史
研
究
』
五
一
九
号
、
二
〇
〇
五
年
）

畑

和
良
「
浦
上
村
宗
と
守
護
権
力
」（『
岡
山
地
方
史
研
究
』
一
〇
八
号
、
二
〇
〇
六
年
）

羽
田

聡
「
足
利
義
晴
期
に
お
け
る
内
談
衆
編
制
の
意
義
に
つ
い
て
」（『
三
田
中
世
史
研
究
』
六
号
、
一
九
九
九
年
）
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馬
部
隆
弘
「
細
川
晴
国
・
氏
綱
の
出
自
と
関
係
」（
天
野
忠
幸
・
片
山
正
彦
・
古
野
貢
・
渡
邊
大
門
編
『
戦
国
・
織
豊
期
の
西
国
社
会
』、
日
本

史
史
料
研
究
会
、
二
〇
一
二
年
）

浜
口
誠
至
「
細
川
高
国
奉
行
人
と
細
川
京
兆
家
の
訴
訟
審
理
・
裁
許
」（『
史
境
』
五
四
号
、
二
〇
〇
七
年
）

浜
口
誠
至
「
戦
国
期
に
お
け
る
武
家
主
催
の
猿
楽
興
行
」（『
史
境
』
六
二
号
、
二
〇
一
一
年
）

浜
口
誠
至
「
戦
国
期
に
お
け
る
足
利
将
軍
家
元
服
儀
礼
の
政
治
的
背
景
」（
山
本
隆
志
編
『
日
本
中
世
政
治
文
化
論
の
射
程
』、
思
文
閣
出
版
、

二
〇
一
二
年
）

浜
口
誠
至
「
足
利
義
晴
前
期
の
幕
府
政
治
」（『
社
会
文
化
史
学
』
五
五
号
、
二
〇
一
二
年
）

浜
口
誠
至
「
戦
国
期
の
大
名
邸
御
成
と
在
京
大
名
」（
天
野
忠
幸
・
片
山
正
彦
・
古
野
貢
・
渡
邊
大
門
編
『
戦
国
・
織
豊
期
の
西
国
社
会
』、
日

本
史
史
料
研
究
会
、
二
〇
一
二
年
）

浜
口
誠
至
「
足
利
義
稙
後
期
の
幕
府
政
治
と
御
内
書
・
副
状
」（
四
国
中
世
史
研
究
会
・
戦
国
史
研
究
会
編
『
四
国
と
戦
国
世
界
』、
岩
田
書
院
、

二
〇
一
三
年
）

原
田
信
男
「
食
事
の
体
系
と
共
食
・
饗
宴
」（『
日
本
の
社
会
史
』
第
八
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
七
年
）

二
木
謙
一
「
年
中
行
事
に
み
る
戦
国
期
の
室
町
幕
府
」（『
國
史
学
』
一
九
二
号
、
二
〇
〇
七
年
）

古
野
貢
「
室
町
幕
府
―
―
守
護
体
制
下
の
分
国
支
配
構
造
」（『
市
大
日
本
史
』
一
二
号
、
二
〇
〇
九
年
）

水
野
恭
一
郎
「
浦
上
村
宗
と
そ
の
周
辺
」（
同
著
『
武
家
社
会
の
歴
史
像
』、
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
三
年
、
初
出
は
一
九
七
七
年
）

村
井
章
介
「
執
権
政
治
の
変
質
」（
同
著
『
中
世
の
国
家
と
在
地
社
会
』、
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
五
年
、
初
出
は
一
九
八
四
年
）

百
瀬
今
朝
雄
「
応
仁
・
文
明
の
乱
」（『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
七

中
世
三
』、
岩
波
書
店
、
一
九
七
六
年
）

森

茂
暁
「
足
利
将
軍
の
元
服
」（
同
著
『
中
世
日
本
の
政
治
と
文
化
』、
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
六
年
、
初
出
は
二
〇
〇
三
年
）

森
田
恭
二
「
細
川
高
国
と
畿
内
国
人
層
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
七
九
号
、
一
九
七
八
年
）

森
田
恭
二
「
細
川
政
元
政
権
と
内
衆
赤
沢
朝
経
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
八
四
号
、
一
九
七
九
年
）

森
田
恭
二
「
戦
国
期
畿
内
に
お
け
る
守
護
代
・
国
人
層
の
動
向
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
九
〇
号
、
一
九
八
〇
年
）

山
下
知
之
「
細
川
氏
同
族
連
合
体
制
に
つ
い
て
の
一
考
察
」（『
鳴
門
史
学
』
一
四
集
、
二
〇
〇
〇
年
）

山
下
知
之
「
阿
波
国
守
護
細
川
氏
の
動
向
と
守
護
権
力
」（『
四
国
中
世
史
研
究
』
六
号
、
二
〇
〇
一
年
）

山
田
貴
司
「
足
利
義
材
の
流
浪
と
西
国
の
地
域
権
力
」（
天
野
忠
幸
・
片
山
正
彦
・
古
野
貢
・
渡
邊
大
門
編
『
戦
国
・
織
豊
期
の
西
国
社
会
』、

日
本
史
史
料
研
究
会
、
二
〇
一
二
年
）

参考文献一覧
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山
田

徹
「
南
北
朝
期
に
お
け
る
所
領
配
分
と
中
央
政
治
」（『
歴
史
評
論
』
七
〇
〇
号
、
二
〇
〇
八
年
）

山
田
康
弘
「
将
軍
義
輝
殺
害
事
件
に
関
す
る
一
考
察
」（『
戦
国
史
研
究
』
四
三
号
、
二
〇
〇
二
年
）

山
田
康
弘
「
戦
国
期
大
名
間
外
交
と
将
軍
」（『
史
学
雑
誌
』
一
一
二
編
一
一
号
、
二
〇
〇
三
年
）

山
田
康
弘
「
戦
国
期
に
お
け
る
将
軍
と
大
名
」（『
歴
史
学
研
究
』
七
七
二
号
、
二
〇
〇
三
年
）

山
田
康
弘
「
戦
国
期
栄
典
と
大
名
・
将
軍
を
考
え
る
視
点
」（『
戦
国
史
研
究
』
五
一
号
、
二
〇
〇
六
年
）

山
田
康
弘
「
戦
国
期
本
願
寺
の
外
交
と
戦
争
」（
五
味
文
彦
・
菊
池
大
樹
編
『
中
世
の
寺
院
と
都
市
・
権
力
』、
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）

山
田
康
弘
「
戦
国
期
幕
府
奉
行
人
奉
書
と
信
長
朱
印
状
」（『
古
文
書
研
究
』
六
五
号
、
二
〇
〇
八
年
）

山
田
康
弘
「
戦
国
時
代
の
足
利
将
軍
家
と
本
願
寺
・
加
賀
一
向
一
揆
」（『
加
能
史
料
研
究
』
二
一
号
、
二
〇
〇
九
年
）

山
田
康
弘
「
戦
国
期
伊
予
河
野
氏
と
将
軍
」（『
四
国
中
世
史
研
究
』
一
〇
号
、
二
〇
〇
九
年
）

山
田
康
弘
「
戦
国
期
将
軍
の
大
名
間
和
平
調
停
」（
阿
部
猛
編
『
中
世
政
治
史
の
研
究
』、
日
本
史
史
料
研
究
会
、
二
〇
一
〇
年
）

山
田
康
弘
「
戦
国
時
代
の
足
利
将
軍
に
関
す
る
諸
問
題
」（
天
野
忠
幸
・
片
山
正
彦
・
古
野
貢
・
渡
邊
大
門
編
『
戦
国
・
織
豊
期
の
西
国
社
会
』、

日
本
史
史
料
研
究
会
、
二
〇
一
二
年
）

湯
川
敏
治
「�
守
光
公
記
�
掲
載
の
女
房
奉
書
の
意
義
」（『
古
文
書
研
究
』
六
二
号
、
二
〇
〇
六
年
）

横
尾
國
和
「
摂
津
守
護
代
家
長
塩
氏
の
動
向
と
性
格
」（『
史
学
研
究
集
録
』
五
号
、
一
九
七
九
年
）

横
尾
國
和
「
摂
津
守
護
代
家
薬
師
寺
氏
の
動
向
と
性
格
（『
國
學
院
大
學
大
學
院
紀
要
』
一
二
輯
、
一
九
八
〇
年
）

横
尾
國
和
「
細
川
氏
内
衆
安
富
氏
の
動
向
と
性
格
」（『
國
史
学
』
一
一
八
号
、
一
九
八
二
年
）

横
尾
國
和
「
明
応
の
政
変
と
細
川
氏
内
衆
上
原
元
秀
」（『
日
本
歴
史
』
四
二
七
号
、
一
九
八
三
年
）

横
尾
國
和
「
細
川
内
衆
内
藤
氏
の
動
向
」（『
國
學
院
雑
誌
』
八
九
巻
一
一
号
、
一
九
八
八
年
）

横
尾
國
和
「
細
川
政
元
政
権
評
定
衆
と
秋
庭
氏
」（
米
原
正
義
先
生
古
希
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
『
戦
国
織
豊
期
の
政
治
と
文
化
』、
続
群
書
類

従
完
成
会
、
一
九
九
三
年
）

脇
田
晴
子
「
戦
国
期
に
お
け
る
天
皇
権
威
の
浮
上（
上
）」（『
日
本
史
研
究
』
三
四
〇
号
、
一
九
九
〇
年
）

脇
田
晴
子
「
戦
国
期
に
お
け
る
天
皇
権
威
の
浮
上（
下
）」（『
日
本
史
研
究
』
三
四
一
号
、
一
九
九
一
年
）
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あ
と
が
き

本
書
は
、
二
〇
一
一
年
（
平
成
二
三
年
）
一
二
月
に
筑
波
大
学
へ
提
出
し
、
翌
二
〇
一
二
年
三
月
に
博
士
（
文
学
）

の
学
位
を
授
与
さ
れ
た
学
位
論
文
「
在
京
大
名
細
川
京
兆
家
と
幕
府
儀
礼
の
政
治
史
的
研
究
」
に
若
干
の
加
除
修
正
を

加
え
、
刊
行
す
る
も
の
で
あ
る
。

筑
波
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
学
位
論
文
審
査
委
員
会
に
お
け
る
審
査
で
は
、
主
査
の
日
本
中
世
史
の
山

本
隆
志
先
生
、
副
査
の
日
本
近
世
史
の
浪
川
健
治
先
生
、
日
本
民
俗
学
の
徳
丸
亞
木
先
生
、
中
世
文
学
の
近
本
謙
介
先

生
に
審
査
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
懇
切
丁
寧
に
御
指
導
し
て
下
さ
っ
た
先
生
方
に
、
ま
ず
は
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

私
が
歴
史
に
興
味
を
持
つ
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
本
で
あ
る
。
昔
か
ら
趣
味
は
読
書
だ
が
、
好
き
な
分
野
の
一

つ
が
歴
史
だ
っ
た
。
学
校
の
図
書
室
や
地
元
の
図
書
館
の
本
を
色
々
と
読
ん
だ
が
、
な
か
で
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
の

が
、
司
馬
遷
の
『
史
記
』
で
あ
る
。『
史
記
』
は
、
歴
史
を
多
方
面
に
わ
た
っ
て
バ
ラ
ン
ス
よ
く
叙
述
し
、
そ
の
一
方

で
臨
場
感
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
。
現
代
と
は
違
う
文
化
、
価
値
観
に
新
鮮
さ
を
感
じ
た
の
だ
ろ
う
。

私
が
子
供
の
頃
は
、
ド
イ
ツ
統
一
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
解
体
な
ど
、
国
際
情
勢
が
大
き
く
変
化
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。

日
本
で
も
バ
ブ
ル
経
済
が
崩
壊
す
る
な
ど
、
大
き
な
変
革
期
を
迎
え
て
い
た
。
子
供
心
に
、
現
代
の
社
会
は
果
た
し
て

こ
の
ま
ま
続
く
の
か
、
疑
問
に
思
っ
て
い
た
。
今
年
の
国
際
情
勢
も
不
穏
で
あ
り
、
残
念
な
こ
と
だ
が
、
相
変
わ
ら
ず

先
行
き
不
透
明
な
時
代
で
あ
る
。
だ
が
、
現
在
だ
け
を
見
て
い
て
も
未
来
は
わ
か
ら
な
い
が
、
過
去
は
未
来
の
可
能
性

を
予
想
す
る
手
が
か
り
と
な
る
。
過
去
の
歴
史
と
現
在
の
双
方
を
深
く
理
解
す
る
こ
と
で
、
未
来
を
見
通
し
た
い
と
考

え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
歴
史
は
時
代
や
国
を
問
わ
ず
関
心
が
あ
っ
た
が
、
日
本
で
い
え
ば
、
戦
国
時
代
が
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特
に
変
化
が
大
き
か
っ
た
時
代
と
い
わ
れ
て
い
た
の
で
、
未
来
の
見
通
せ
な
い
時
代
、
人
々
は
ど
の
よ
う
に
考
え
、
生

き
て
い
た
の
か
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
。

進
学
し
た
筑
波
大
学
の
日
本
史
は
、
時
代
の
垣
根
を
越
え
て
幅
広
く
学
ぶ
の
が
特
徴
で
あ
っ
た
。
今
で
は
制
度
が
変

わ
っ
た
が
、
私
が
学
生
だ
っ
た
こ
ろ
は
他
の
学
類
の
先
生
も
授
業
を
開
講
し
て
お
り
、
ゼ
ミ
も
複
数
所
属
し
な
い
と
卒

業
で
き
な
い
仕
組
み
に
な
っ
て
い
た
。
私
が
所
属
し
て
い
た
人
文
学
類
に
は
中
世
史
を
専
門
と
す
る
先
生
は
い
な
か
っ

た
の
で
、
人
文
学
類
で
中
世
史
の
授
業
を
開
講
し
て
い
た
日
本
語
・
日
本
文
化
学
類
の
山
本
隆
志
先
生
の
授
業
を
受
講

し
た
。
山
本
先
生
の
授
業
で
は
、
古
文
書
学
や
史
料
の
読
み
方
を
教
え
て
頂
い
た
が
、
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
が
、

「
北
野
神
社
文
書
」
の
実
物
を
見
た
こ
と
で
あ
る
。
山
本
先
生
は
折
に
触
れ
て
史
料
の
原
本
を
見
る
こ
と
の
大
切
さ
を

説
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
大
学
生
に
対
し
て
で
も
同
じ
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
原
本
を
見
る
機
会
を
設
け
る
こ
と
で
、

史
料
に
接
す
る
楽
し
さ
を
教
え
て
下
さ
っ
た
。

山
本
先
生
に
は
、
そ
の
後
も
大
学
院
進
学
後
か
ら
博
士
論
文
、
そ
し
て
現
在
に
至
る
ま
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
が
、

先
生
に
と
っ
て
私
は
手
が
か
か
る
教
え
子
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
山
本
先
生
は
、
自
治
体
史
の
お
仕
事
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
、
中
世
史
全
般
を
幅
広
く
研
究
対
象
と
さ
れ
て
い
る
が
、
本
来
の
ご
専
門
は
鎌
倉
期
の
東
国
武
士
論
で

あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
私
の
研
究
対
象
は
戦
国
期
の
在
京
大
名
で
あ
り
、
同
じ
武
家
で
あ
っ
て
も
、
時
代
・
地
域
と
も

に
対
極
に
位
置
し
て
い
た
。
博
士
論
文
の
提
出
も
定
年
の
年
と
重
な
っ
て
し
ま
い
、
山
本
先
生
に
は
多
大
な
ご
苦
労
を

お
か
け
し
た
が
、
私
に
と
っ
て
は
、
先
生
の
指
導
を
受
け
ら
れ
た
こ
と
は
幸
い
で
あ
っ
た
。
大
局
的
な
視
点
か
ら
の
指

導
に
よ
り
研
究
に
広
が
り
が
で
き
、
一
方
で
一
言
一
句
を
お
ろ
そ
か
に
せ
ず
、
史
料
群
の
性
格
ま
で
踏
ま
え
た
厳
密
な

史
料
解
釈
を
指
摘
さ
れ
る
こ
と
で
、
研
究
に
深
み
が
生
ま
れ
た
。
修
士
論
文
の
こ
ろ
は
、
論
文
が
荒
削
り
だ
っ
た
た
め

に
、
先
生
に
は
よ
く
「
君
の
論
文
は
駄
菓
子
の
よ
う
だ
」
と
言
わ
れ
た
が
、
今
は
新
米
職
人
の
和
菓
子
と
呼
べ
る
ぐ
ら
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い
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
ま
だ
不
十
分
な
点
も
多
い
が
、
今
後
の
研
究
に
深
み
と
広
が
り
を
加
え
る
こ
と
で
、

教
え
て
頂
い
た
こ
と
を
生
か
し
て
い
け
れ
ば
と
思
う
。

中
世
史
で
は
、
大
学
で
ゼ
ミ
を
受
講
し
て
か
ら
修
士
論
文
に
至
る
ま
で
、
今
井
雅
晴
先
生
に
も
ご
指
導
い
た
だ
い
た
。

畿
内
を
研
究
対
象
と
す
る
上
で
、
先
生
の
授
業
で
宗
教
史
の
視
点
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
非
常
に
幸

い
で
あ
っ
た
。
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

そ
し
て
、
筑
波
大
学
で
中
世
史
を
学
ぶ
な
か
で
、
多
く
の
先
輩
方
や
友
人
、
後
輩
に
め
ぐ
り
会
え
た
こ
と
は
か
け
が

え
の
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
な
か
で
も
、
阿
部
能
久
氏
に
は
古
文
書
の
読
み
方
を
、
苅
米
一
志
氏
に
は
古
記
録
の
読
み

方
を
主
に
教
え
て
い
た
だ
き
、
そ
の
他
に
も
研
究
方
法
や
調
査
方
法
な
ど
、
様
々
な
こ
と
を
教
え
て
頂
い
た
。
お
名
前

を
全
て
挙
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
の
他
に
も
大
勢
の
方
に
お
世
話
に
な
っ
た
お
か
げ
で
、
本
書
の
刊
行
に
ま
で

た
ど
り
着
く
こ
と
が
で
き
た
。
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。

中
世
史
以
外
の
諸
先
生
の
指
導
を
受
け
ら
れ
た
こ
と
も
幸
運
で
あ
っ
た
。
浪
川
健
治
先
生
に
は
卒
論
か
ら
博
論
に
至

る
ま
で
、
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
。
浪
川
先
生
の
指
導
で
は
、
特
に
理
論
的
な
枠
組
み
を
問
わ
れ
た
こ
と
が
印
象
深
い
。

実
証
に
偏
り
が
ち
な
私
の
研
究
に
と
っ
て
は
、
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
実
習
で
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
を
行
い
、
地
域
史
の
視
点
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
こ
と
も
、
今
振
り
返
る
と
貴
重
な
経
験
だ
っ
た
。
根
本
誠

二
先
生
に
は
、
研
究
の
意
義
を
繰
り
返
し
問
わ
れ
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
る
。
中
野
目
徹
先
生
の
も
と
で
学
会
の
事
務

を
経
験
し
た
こ
と
は
、
奉
行
人
奉
書
を
理
解
す
る
際
に
生
か
さ
れ
て
い
る
。
山
澤
学
先
生
の
も
と
で
開
か
れ
て
い
た
北

野
社
家
日
記
の
講
読
会
で
は
、
史
料
に
親
し
む
と
と
も
に
、
宗
教
史
や
儀
礼
に
対
す
る
視
点
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

全
体
ゼ
ミ
で
は
、
池
田
元
先
生
、
伊
藤
純
郎
先
生
、
千
本
秀
樹
先
生
、
朴
宣
美
先
生
か
ら
有
益
な
ご
指
摘
を
い
た
だ
い

た
。
筑
波
大
学
の
日
本
史
の
特
徴
で
あ
る
全
体
ゼ
ミ
は
、
通
史
的
な
視
点
を
養
い
、
他
時
代
の
研
究
状
況
や
方
法
論
を

あとがき
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学
ぶ
貴
重
な
機
会
で
あ
っ
た
。
時
代
の
異
な
る
諸
先
輩
方
や
学
友
の
報
告
か
ら
は
、
思
想
史
の
方
法
論
な
ど
、
自
分
の

専
門
だ
け
を
見
て
い
て
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
、
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
先
生
方
、
先
輩
方
、

多
く
の
学
友
に
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

ま
た
、
学
外
の
先
生
方
に
も
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
学
習
院
大
学
の
家
永
遵
嗣
先
生
は
ゼ
ミ
へ
の
参
加
を
快
く
許

可
し
て
下
さ
っ
た
。
当
時
の
家
永
ゼ
ミ
に
は
他
大
学
の
院
生
も
大
勢
参
加
し
て
お
り
、
先
生
と
ゼ
ミ
生
の
間
で
交
わ
さ

れ
る
活
発
な
議
論
は
刺
激
的
で
と
て
も
興
味
深
か
っ
た
。
ま
た
、
家
永
先
生
の
も
と
で
古
記
録
の
読
み
方
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
た
こ
と
も
、
貴
重
な
財
産
と
な
っ
た
。
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
井
原
今
朝
男
先
生
に
は
、
特
別
共
同
利
用
研

究
員
と
し
て
研
究
指
導
や
史
料
の
閲
覧
で
と
て
も
お
世
話
に
な
っ
た
。
多
く
の
史
料
原
本
に
接
し
た
経
験
も
貴
重
で

あ
っ
た
が
、
お
忙
し
い
な
か
教
え
て
頂
い
た
朝
廷
や
公
家
に
対
す
る
刺
激
的
な
知
見
は
、
今
で
も
よ
く
覚
え
て
い
る
。

あ
の
時
に
ご
指
導
頂
い
た
こ
と
が
本
書
で
は
ま
だ
十
分
に
生
か
せ
て
い
な
い
こ
と
が
残
念
だ
が
、
こ
れ
か
ら
の
研
究
で

少
し
で
も
学
恩
を
返
し
て
い
け
る
よ
う
、
心
が
け
た
い
。
全
て
を
挙
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
の
他
に
も
多
く
の

方
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
ま
た
、
日
本
史
の
学
会
や
研
究
会
は
原
則
的
に
参
加
自
由
で
あ
り
、
こ
う
し
た
開
か
れ
た
学

問
環
境
の
多
大
な
恩
恵
を
受
け
た
こ
と
も
幸
い
で
あ
っ
た
。
特
に
、
戦
国
史
研
究
会
と
親
俊
日
記
を
読
む
会
（
旧
大
館

常
興
日
記
を
読
む
会
）
の
み
な
さ
ま
に
は
、
長
年
、
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
。
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

戦
国
期
の
細
川
京
兆
家
の
研
究
を
始
め
て
か
ら
、
本
書
の
刊
行
で
ち
ょ
う
ど
十
年
に
な
る
。
細
川
京
兆
家
に
関
心
を

抱
い
た
の
は
、
前
代
の
中
央
政
権
で
あ
る
室
町
幕
府
と
大
名
の
関
係
が
戦
国
時
代
を
理
解
す
る
上
で
鍵
に
な
る
と
考
え

た
た
め
で
あ
る
。
だ
が
、
細
川
京
兆
家
に
関
す
る
ま
と
ま
っ
た
史
料
集
は
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
史
料
収
集
と
並

行
し
て
研
究
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
史
料
を
収
集
す
る
過
程
で
、
今
ま
で
の
通
史
と
は
異
な
る
、
細
川
京
兆
家
や

室
町
幕
府
に
対
す
る
知
見
が
養
わ
れ
、
自
分
自
身
の
研
究
課
題
も
細
川
京
兆
家
か
ら
大
内
家
や
六
角
家
な
ど
も
含
む
在
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京
大
名
へ
と
広
が
っ
て
い
っ
た
。
今
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
数
多
く
の
史
料
と
の
出
会
い
と
導
き
に
よ
っ
て
研
究
を
進

め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
取
り
組
み
が
い
の
あ
る
テ
ー
マ
に
め
ぐ
り
会
え
た
こ
と
は
、
幸
い
な
こ

と
で
あ
っ
た
。

だ
が
、
道
の
り
は
ま
だ
半
ば
で
あ
る
。
十
年
後
も
ま
た
成
果
を
公
表
で
き
る
よ
う
、
初
志
を
忘
れ
ず
、
日
々
精
進
す

る
こ
と
に
し
た
い
。

本
書
の
刊
行
に
あ
た
っ
て
は
、
思
文
閣
出
版
の
原
宏
一
氏
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
ま
た
、
校
正
・
索
引
に
つ
い

て
は
、
梯
弘
人
氏
・
山
野
龍
太
郎
氏
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
。
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

最
後
に
、
自
由
に
研
究
を
さ
せ
て
く
れ
た
家
族
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

二
〇
一
四
年
三
月

浜
口
誠
至

あとがき
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む

棟別銭 ２０，１９０，１９８，２３６，２３９，２４０，２４２～２４４，
２４８，２５１～２５４，２５７，２５８，２６０，２６２～２６４，
２６６，２６７，２７９

棟別奉行 ２４４，２５７
室町御所 ９８，９９，２５５
室町幕府奉行人奉書 ３，４，１８，１３２，１９９，２１２，

２１３，２１５，２１７，２１８

め

明応の政変 ３，５，８，１５，２０，５３，７９，８９，９６，１０２，
１０３，１１８，１９３，２１９，２２０，２２２，２２４，２６５，
２６９，２７６

も

申次 ７２
門役 ７５

や

大和四座 ４７

ゆ

右筆 ９７
�坏 ９６，９７，１２９

よ

義澄派 ５２～５５，５７，８８，９０，１１７，１１８，２０２，２０５，
２２５，２２９，２３１，２７６

義稙派 ５３～５５，５７，５９，８８，１１７，１１８，１２０，２０２，
２０５，２２５，２７７，２８６

義維派 ２８１，２８６
義晴派 ６３

り

理髪 ３３，３４，９６，９７，１０１，１２３，１２９

ろ

蝋燭奉行 ７３

索 引
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高倉御所 ２４４
多田院 ２１４
竪紙 １７９，１８２
段銭 １９０，１９８，２７４

ち

茶湯 ７３

つ

�固 ７２～７４

て

田楽 ６８，７３
天文法華の乱 ６３，１９０
天竜寺香厳院 １０２

と

東寺 １８６，１９９，２００，２１５
等持寺合戦 ２３２
東福寺 ８９
東福寺海蔵院 ８８
同朋衆 ６９，７１，８５
年寄 ６７
年寄衆 ７１，７３，７４，８７，２５７，２６２

な

内談衆 ５，７，２２，１１３，１３０，２１７，２２１，２６８

に

如意嶽の合戦 ２０５
女房奉書 １４８，１４９，２６８

は

幕府奉行人 ９６
幕府奉行人奉書 １９，１３３～１３６，１４０～１４７，

１８１，１８２，１８７，１８９，１９１，１９４，１９７，１９８，
２００，２０７，２０９，２１０，２１２～２１４，２１７，２４０，
２４１，２４３，２４８，２５９，２６１，２７４

走衆 ６９，７６～７８，８５，８６
花御所 ２４４，２４６，２４７，２６３～２６５
判始 ９８，１１０，１１１，１２９，１３０

ひ

評定衆 １４２
評定始 ９８，１１０

ふ

奉行衆 ５
奉行人 １３３，１３４，１４８，１５０，１５１，１７９～１８１，１８６，

１９２，１９８，２０３～２０５，２０８，２１５，２３３，２４０，
２５０，２６１

普請始 ２０，２３４，２３６，２４４，２４９，２５０，２５２，２５３，
２６０，２６１，２６６，２７２

普請奉行 ２４６，２５０，２５１
船岡山合戦 ２０，５５～５９，９０～９３，１１８～１２０，

２０２，２１９，２２０，２２５，２２８，２２９，２６５，２７５ ～
２７７

へ

�中門役 ７３

ほ

奉公衆 ５１，９６，２２３
細川京兆家奉行人 １９
細川京兆家奉行人奉書 ３，４，１３，１６，１８，１９，

２０，１３２～１３７，１４０～１４７，１４９～１５１，１７９
～１８８，１９０～１９２，１９４，１９６～１９９，２０１，
２０４，２０５，２０９，２１０，２１２，２１３，２７４，２７５，
２７９，２８０，２８２

細川氏同族連合体制 ８，９，１０，２３，２５，２６，２１３
細川政元の隠居未遂 ５１
法華一揆 ６３
堀越公方 １０２
本願寺 ６３

ま

真木島城 ５１
政所 １９１
政所沙汰 ５，８４，１３４，１９１～１９３，２０５，２０９，２１５
政所執事代 ２０９
政所代 ５
政所頭人 ５，３０，６９，８４，１８１，１９２，２３３，２３４，２５０，

２７１
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１２０，１２１，１２３，１２８，１２９，２５６，２７６，２８０ ～
２８２

元服記 １８，３３，１２９
元服惣奉行 ９７
元服奉行 ９７，１００

こ

香厳院 １０３
興福寺大乗院 ６１，１０６，２２４
国役 ２０，２３６，２３９～２４４，２４８，２５１～２５５，２５９，

２６１，２６６，２７８
御前沙汰 ５，２２，１３４，１９１～１９３，２０５，２１０
御前沙汰始 ９８，１１０～１１２，１３０
御膳奉行 ７３
御内書 ６，２３，５８，１２５，２２６，２３１，２３２，２６８，２７１，

２７６，２８０
小門役 ７２
御門役 ７２
御料所 １５０，１５１
金春座 ４７
金龍寺妙善院 ５２

さ

在京大名 ３，１４～１７，２０，２１，２９，３０，３２～３４，
４５～４７，５１～５３，５５～５７，５９，６０，６４，６５，
７０，７４，７５，７９，８３～８７，８９～９３，１００，１１４，
１１７，１１８，１２２，１２６，１２７，１９２，２１９，２２０，
２２２，２２３，２２６～２２９，２５５，２５６，２６５～２６８，
２７０，２７３，２７５，２７６，２７８～２８６

在国大名 １４，４６，５１，５４，５５，６０，８４，１２５，２２０，
２２１，２４１，２５３～２５６，２５９，２６０，２６６，２６７，
２７２，２７７～２７９，２８２，２８６，２８７

作事奉行 ２３９～２５２，２５５～２６２，２６４，２６６，２７８，
２７９

雑掌方奉行 ７３
侍所 １９２，２１５
侍所沙汰 １３４，１９２，１９４
侍所所司代 ４，１９２
侍所頭人 ４，１９２，２１３
猿楽 １６，１７，３０～３２，３５，４５，４７～６５，６７，６８，

７３，７５，７７，８５～８８，９０～９３，１１２，１１７～
１１９，１２２，１２４～１２６，２２０，２４８，２５３，２６６，
２７５～２７７，２７９，２８０，２８２

三条御所 ９９，１１０，１１２，１９０，２３４，２３５，２５０，
２５５，２７２，２７４

し

地方沙汰 １３４，１９２，１９３
地方頭人 １８１，１８８，１９２，２４７，２５１
式三献 ９７～１０１，１１０，１１１，１２９
慈照寺 １１５
実相院 ９９
宿老衆 ７３
守護遵行状 １４５
遵行 ４，１８，１９，１３２～１３４，１３６，１３７，１４０，１４３

～１４７，１５０，１５１，１９４，１９７，２０９～２１１，２１３，
２７４，２８０

将軍御所 １６，１７，２０，３１，３２，４５～５５，５９～６５，
１１０，１１４，１１５，１１７，１１９，１２１，１２６，２１９，
２２１，２２２，２２９，２３４～２３６，２４４，２５０～２５５，
２５７，２５８，２６５～２６８，２７２，２７７～２８２，２８６

将軍宣下 ３３，９８，１０５，１０８，１１０，１１１
相国寺 ２４５
相国寺万松軒 ７５
松梅院 １３７，１４０
進物奉行 ６９

す

澄元派 １０７，１１４

せ

泉涌寺 １９９

そ

惣奉行 ２０，７５，２３６，２４０，２４３，２４４，２４７～２４９，
２５１，２５３，２５５，２５９，２６１，２６６～２７８

副状 ６，２３，５８，１２５，２０３，２０８，２２０，２６８，２７１，
２７６，２８０，２８４

た

大永の乱 ２８１，２８６
醍醐寺三宝院 ９７～９９
醍醐寺地蔵院 ９８，９９
醍醐寺理性院 ２２５
大徳寺 １３５，１３６，１８１
高国派 １０７，１１４
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【事 項】

あ

芥川 １４４
芥川城 １４８
足利義澄の金龍寺出奔 ５１，５２
足利義稙出奔事件 ２０，２２０
足利義稙の淡路出奔 ２３２
足利義稙の甲賀出奔 ２２５，２６５
安国寺 ２７７，２７８

い

一向一揆 ６３
犬追物 １０５，２４５，２４６，２５３，２６６
石清水八幡宮 ９７～１００，１１１，１１２，１３０，２０４，

２４３，２５５，２５８
石清水八幡宮放生会 ８３

う

氏綱派 １１４～１１６
内衆 ４，５，７～１０，２５～２８，５１，６２，６９～７５，７７
～７９，８７，９０，９５，１０４，１０７，１１３，１１４，１２０，
１３４，１４２，１４６，１４８，１４９，１８３，１８５～１８７，
１８９，１９０，１９２，１９４，１９６～２０４，２０７～２０９，
２１１，２１４，２２７，２３９，２４７，２４８，２５２，２５７，
２６４，２６９，２７３，２７７，２８１，２８７

打乱 ９６，９７，１２９
裏御門役 ７２

お

御出奉行 ６６
御祝奉行 ９７
応仁・文明の乱 ３，８，９，１０，１６，３２，３４，５３，５７，

１０３，２２２，２２３，２４６，２８５
�飯 １０１，１０２，１１０～１１２，１２０，１２２
小笠原邸 ２６４
御盃台御折奉行 ７３
御座敷奉行 ７３
御相伴衆 ５３，５８，６６，６７，６９，７０，７２，８５，８９，９１，

１２７
御手長 ７４

御手長奉行 ７３
御供衆 ４７，５１，５３，５６，６６～７２，７６～７８，８５，８６，

９１，９７，１２７，２４６，２７５
御成 １６，１７，３０，３２，３３，３５，４７，５６，６２，６６～７９，

８３～９５，９７，１１２，１１７，１１９，１２０，１２２，１２３，
１２６，１２８，２２０，２２８，２２９，２５５，２７５～２７７，
２８０

御成記 １７，６６，６８，７０，７３，７４，７６～７９，１１９
御成始 ７０
御成役者日記 ７５，７７，７８
折紙 １７９，１８２
陰陽師 ９７

か

加冠 １８，３３，３４，９６，９８～１０１，１０３，１０４，１０７，
１０８，１１０，１１２～１１６，１２０～１２３，１２９，１３０，
２５６，２８０

書止文言 １７９～１８２，２１４
楽屋奉行 ７２
勧修寺 １８３
借物奉行 ７３
岩栖院 １１０，２３４，２３５
観世座 ４７
管領 ３２，３３，９６，１０１，１０２，１１０～１１２，１１５，１２１，

１２７，１２９，１３０，２００，２０１，２５６，２７９，２８０，
２８４

管領家 ５８，１０３，１０８，１１４
管領施行状 ２８０
管領代 １１４，１３２～１３４
管領奉書 １３２，１３３，１４５，１８３

き

北野社 １３７～１４３，２１２
禁色宣下 ９８，１０８，１１０

く

国分奉行 ２４１，２５０，２５２
供物奉行 ７５
桑実寺 ８５，１１３，１４８

け

京兆専制 ４，８，９，２２，２６９
元服 １７～１８，３０，３３，３４，８５，９２，９６，９８～１１７，
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三好長慶 ２９，１１３，１１６，１２６，２７５
三好政長 １１６
三好元長 １８６
三好之長 １０７，２２９，２３０，２３２
三好義長 １２３，１２６

や

薬師寺 ７
薬師寺氏 ２３
薬師寺長盛 １３９
薬師寺元長 １３９
安富氏 ７，２３
安富元家 ５１，１４０
柳本賢治 １９８，２８１，２８６
柳本元俊 １９９
山科家 １４４，２１２，２１３
山科言継 １４３～１４５，１４８～１５０
山名氏 ２８，３２，１０２，２４６
山名宗全 ２８
山名誠豊 ９４

ゆ

結城国縁 ２４５，２５０
遊佐氏 ２８
遊佐中務丞 ２２４
遊佐長教 １１４

よ

吉井 １３７，１３８
吉田三河守 ２４１

り

李阿弥 ２２６

れ

冷泉為広 ７２

ろ

六角家 ６，１０２，２８３
六角定頼 ６，７，１３，１４，２３，４５，６３～６５，７５，７６，

７９，８３～８５，１００，１１３～１１６，１２１，１２２，１２７，
２４２，２５４，２５９，２６６，２７４，２７５，２７８，２８１，
２８２，２８４～２８７

六角高頼 １３７，２２３，２２５
六角義賢 ７６

わ

若狭武田家 ６０
鷲尾隆康 ８５，９４，９５
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ふ

藤岡与三 １１１，１１２
淵田与左衛門尉 ７０
古津元幸 １４８

ほ

波々伯部因幡守 １９９，２００
波々伯部正盛 ２０３，２１６，２３９，２４４，２４９，２５７
波々伯部元継 １４８，１４９
細川淡路守護家 ２６，９７
細川阿波守護家 ９，１０，２４，２６，２３２
細川和泉上守護家 １０，２５，２６，１４０，１８３
細川和泉下守護家 １０，２５～２７，１８３
細川氏綱 ７２，１１４，２１６，２８７
細川奥州家 ９６
細川勝信 １３８，１４０，１４１
細川勝元 ２６，７３，９９，１０１，１１０
細川国慶 １１４
細川家 ４，５，７～１２，２１～２８，３２，６２，７２，７４，８４，

９７，１０２，１１０，１４５，１８３，２００，２１２ ～ ２１４，
２２１，２４３，２４６，２５１，２５７，２６８，２６９

細川京兆家 ３～１４，１６，１８～２０，２４，２５，２７，
２８，５１，５７，５８，６０，６３，７０，７３～７５，８３，８５，
９７，１０３，１０４，１０７，１１４，１１８，１１９，１３０，１３２
～１３４，１４１～１４９，１５１，１８１，１８３～１９４，
１９６～２０２，２０５～２０７，２０９～２１１，２１３，２１４，
２１６，２１８，２２３，２２４，２３０，２３５，２４４，２５２ ～
２５８，２６６，２７３～２７５，２７８～２８４，２８６，２８７

細川澄元 ５７，９０，９３，９４，１０７，１０８，１１４，２０１，
２０２，２１６，２２９～２３３，２６６，２７３，２７６，２８１，
２８７

細川駿河守 ７１
細川高国 ４，６，２０，２１，２３，２４，４５，４７，５５～６５，

６９～７４，８３，８５，８７，８９～９５，１０７～１１４，
１１８～１２２，１２７，１３０，１３４～１３６，１５０，１５１，
１８３，１９４，１９６，２００～２２１，２２５～２３６，２３９
～２５３，２５５～２６８，２７２～２８１，２８４～２８７

細川高基 ２７６
細川尹賢 ２４，６２，６９～７４，７６，８３，８５，９１，９５，

１１９，２０９，２１１，２４３，２４６～２４８，２５０，２５１，
２５３，２６４，２７７

細川稙国 ７２，７３，２５０，２７２，２７７，２８１，２８６

細川典厩家 ７０，７３，９７，２１１
細川晴国 ６３
細川晴元 ４５，６３～６５，７４，７５，８３，１０９，１１３～

１１６，１２１，１２６，１４４，１４８，１４９，１５１，１７９ ～
１８１，１８６，１９４，１９６，１９８，２１４，２１５，２７４，
２７５，２７９～２８２，２８４～２８７

細川尚経 ９６，９７
細川尚春 ５４，９６，９７
細川備中守護家 ９，２５～２７
細川政賢 ９６，９７
細川政誠 ８９
細川政元 ７，９，２１，２３，２６，４５，４８，５１，５２，５３，

５４，５５，６４，６５，７９，８３，９６，９７，９８，１０２，１０３，
１０４，１０５，１０６，１０７，１１４，１１７，１１８，１２１，
１２２，１２４，１２６，１３０，１３９，１４０，１４２，１４６，
１５１，１７９，１９４，２０１，２１３～２１６，２２０，２２３，
２２４，２２５，２６５，２７３，２７４，２７５，２７７，２７９，
２８０，２８１，２８４，２８６，２８７

細川満元 ２３５
細川宮寿 ７２
細川持賢 ７３
細川持隆 ２３２
細川元有 １３８，１４１
細川基経 ２４
細川野州家 １０７，１０８，２７５
細川頼之 ９１，９８，１１０，１３０

ま

政長流畠山家 １１４，１３１
松田 ２２
松田長秀 １３７～１３９
松田晴秀 ２４０，２４１，２４３，２４８～２５０，２６２
松田英致 ９７，１９９，２００
松田孫左衛門尉 ２４８
松田頼隆 ２４１，２５０
松永久秀 １２３
万里小路秀房 １４８
満済 ９９

み

水本坊 ９７，９８
溝杭亀松丸 １８０
三好氏 ５，７，１１，２２，１１５，２１２，２１４，２６８
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多賀高忠 ４
武田家 １２７
武田元信 ４５，５１，５３，６４，８４，１０３，１２７
武田元光 ４５，４７，６０～６２，１１９，２４１，２５４，２６０，

２６６，２７７，２７８，２８６
伊達稙宗 ２２７，２５４，２５９，２６６，２７８
種村三郎 ２２６

つ

土御門有春 １００，２４７，２５１

て

寺町通定 １４０
寺町通能 ２３９，２４０，２４２～２４５，２５２，２５６，２５７，

２６２，２７２

と

土岐 １０２
土岐家 ５３
土岐成頼 ２２２
土岐政房 ５３，５５
土岐頼純 ２４１，２５４，２６６
徳川将軍家 ３３
徳大寺実淳 １３７，２２７

な

内藤 ７
内藤国貞 １４８，１４９，２０４，２１７
内藤貞正 ２０４
内藤氏 ２３
中沢 ２０１
中沢氏 ２１５
中沢秀綱 ２０１，２０４，２１４～２１７，２３９，２４０，２４２
～２４５，２５１，２５２，２５６，２５７，２６２

長塩 ７，２４７，２６３，２６４
長塩氏 ２３
長塩民部丞 ２４８，２５３
長塩元親 １３９
長橋局 １４８
中御門宣秀 １０９
難波常弘 ２２４

に

二条尹房 １０９
蜷川家 ３０
蜷川式部丞 ７０
蜷川親孝 ２０９
蜷川親俊 ２００
庭田重親 １０９

は

畠山 ２７，３２，１０２，２００
畠山家 ５９，２７７
畠山惣領家 ２８，５８，１０３，１２４
畠山稙長 ２３，４５，５５～５９，６４，９２，１０８，１２７，２４８，

２４９，２５５，２５６，２５９，２６１，２６７，２６８，２７２，
２７６，２８６

畠山能登守護家 ２８，５８
畠山順光 ６８，８３，８４，９１，２３０，２３３
畠山尚順（ト山） ７，５７，７９，８３～８５，８８～９０，

１０３，１２０，１２４，１２７，２１９，２２０，２２４，２２６，
２７１，２７４，２８４

畠山政国 １１４
畠山政長 ８，８９，９０，１０３，２２４，２５５
畠山持国 ９９，１０１
畠山基家 ９０，１０２，１０３，２２３～２２５
畠山基延 ９１
畠山義就 １０１
畠山義英 ４５，５１，５７，９８，１０３，１０８，１２４，２２４
畠山義総 ９１，２４８，２５５
畠山義元 ７，４５，５５～５９，６４，８３，８４，９１～９３，

１１８，１２０，２１９，２２０，２２６，２２９，２５５，２７４，
２８４

波多野元清 ２８１
葉室光忠 １０３，２２３

ひ

東坊城和長 ９６，１０９，１１０
日野内光 ５１，７２
日野富子 １２５
広橋兼秀 １４８
広橋守光 １０９，２２７
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樹下 １１５，１１６
樹下成保 １００，１１４，１２１
京極 ３２，１０２
京極高清 ５３，５５
清原宣賢 ２３０

く

九条家 ２０５，２０６，２１７

け

厳助 ２２５

こ

古阿弥 ９１
光済 ９８
香西三郎次郎 ２４０，２４１，２４５，２４６，２５７
香西元長 １４６
香西元盛 ２８１
興清 １１１
河野氏 ２３
久我 １９４，１９６
久我家 １４６，１５０，１９７，１９８，２０４，２０５
後柏原天皇 ４８，５２，９２，１０５，１０６，２２７，２２８，２８６
久我晴通 １０９
五条家 １９７
後土御門天皇 ３１，４８，１２２
後奈良天皇 １４８
近衛稙家 ７５
近衛尚通 ８７，８９，９１，９５，１２７，２０２，２２５
近衛政家 １０４，１０５
今春 ９１
今春大夫 ６８，９１

さ

斎藤 ２０１
斎藤貞船 １８３，２０１～２０６，２０８，２０９，２１３，２１４，

２１７，２１８
斎藤宗甫 ２０３
斎藤基雄 １９９，２００
斎藤元右 １３９，１４０
斎藤元陸 ２０７～２０９，２１１，２１６，２１８
佐子局 ２３５，２４１～２４３，２４６，２４７，２５０，２５６，２５７，

２６３，２６４

佐々木 １０２
貞敦親王 １４９
寒河千代市丸 １８６
沢路重清 １４４
三条西公条 １４８
三条西家 ２０２，２１６
三条西実隆 ４６，４９，２０２，２０３，２２７

し

持円 ９９
実松院義忠 ５２
斯波 ３２，１０２，２００
斯波惣領家 １０３
斯波持種 １０１
斯波義健 １０１
斯波義寛 １０３
斯波義統 １０８
聖護院道増 １００
勝光寺光� １２８，２７２
庄氏 ２７
新開隆実 ２２７，２７０，２７２
尋尊 １０６，２２４
進藤貞治 １１５，１１６

す

菅原為康 １０９
杉原孝盛 ２４６，２４７，２５１

せ

清貞昭 ２０２，２１６
清元定 ９６
摂津政親 ９７
摂津元造 ２４７，２５１
禅春 １３７～１３９
禅椿 １４１，１４２，２１２
禅予 １３８，１４０～１４３，２１２

そ

増運 ９９

た

第十帯刀左衛門尉 １４８
高倉永康 ５４

iv



石井顕親 １８６，２０５～２０７，２０９，２１７
石井梅千代 ２０７，２０９，２１８
石井家 ２０５，２１７
石井直安 ２０５
石井豊安 ２０５
石井長親 １８６，２０５～２０８，２１７
石井春親 ２０５，２０６
石井秀安 ２０５
石川 ２４１
和泉上守護 １４１
和泉下守護 １４１
伊勢家 ５，３０，６６，６７，７０，７８，８６，１２７，１９２，１９３，

２００，２４０，２５１
伊勢貞孝 ２００
伊勢貞忠 ６９，７０～７３，８３，８４，１０８，１２６，２３３～

２３６，２３９，２４０～２４２，２４４～２４６，２４８，２５０，
２５１，２５３，２５５～２５９，２６１，２６３，２７１，２７２，
２７８，２８０

伊勢貞遠 ２４０，２４３，２４５～２４７，２４９，２５０，２５２，
２６１，２６２

伊勢貞就 ９１
伊勢貞久 ２４０～２４２
伊勢貞陸 ６９，８３，８４，１４５，１４６，２２６，２７１，２７４
伊勢貞宗 ８３，８４，１０３，１０４，１２６
伊勢宗端 ２６９
伊勢惣領家 ８４
一条冬良 １０５
一宮季明 １４０
一色尹泰 ９１
茨木長隆 １４８，１４９，１７９～１８１，１８３，１８６，２１４

う

上杉定実 ２５４，２６０，２６６，２７８
上野政益 １３９
上野元治 １３９
上原 ７，１４３
上原賢家 １４０，１４２
上原元秀 ２３，１３９，１４０，１４２，２６９
浦上村宗 ６０，６２，８３～８５，９３～９５，１０７，１０８，

１２０，１２８，２７７

お

大内 ２１

大内家 ５８，２８３
大内義興 ６，７，１３，２０，２３，４５，５５～６０，６４，８３，

８４，８９～９３，１０７，１１８，１２０，１２２，１２５，１２７，
１４５，１４６，２１３，２１９，２２０，２２５～２２９，２３２，
２４９，２６５，２６６，２６８，２７３～２７６，２７９，２８４

大館家 ２３４
大館常興 ２２，３０，６６，７０～７２，１３０，２２１，２３４～

２３６，２３９，２４０～２４８，２５０～２５４，２５６～２５９，
２６１，２６３，２６４，２６６，２７２，２７８，２８０，２８５

大館高信 ２４５，２４７，２５７
大館晴光 ２７１，２５４
大館政信 ９１
太田保定 ２０３，２４７，２６３
大友義鑑 ８５，２７２
小笠原 ２４７，２６３
荻野左衛門大夫 ２３０
織田氏 ６
織田信長 ３，５，２９，１４５，２１３，２７５
越智家栄 ２２４
越智家頼 ５０，６１，６２，１１９，２７７，２８６

か

香川 ２４７，２６３，２６４
香川孫房 １４０
香川満景 １４０
香川元綱 ２０４
香川六郎左衛門尉 １４０
覚雄 ９８
賢兼 ２１６
勘解由小路在富 １００，２４０，２４２，２４４，２４５，２４７，

２４９，２５１，２５９，２６０
神余昌綱 ２７２
金山孝実 ２５０
賀茂在貞 ９９
賀茂在通 ９７，９８
観世 ２５３
観世大夫 ９５
観世元忠 ７３
観世元広 ４８
甘露寺元長 ２２５

き

義賢 ９９

索 引
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索 引

【人 名】

あ

赤沢長経 ９０
赤沢政真 ２０９
赤松家 ３２，８４，９３～９５，１０２，１０７，２７７
赤松政則 １０３
赤松政村（才松丸・晴政） ８５，９３～９５，２４１，

２５４，２５９，２６６，２７８
赤松義村 ６０，９３～９５，１０７，２３０，２３１
秋庭 ７，２４７，２６３，２６４
秋庭氏 ２３，２７
秋庭元重 １４０
朝倉家 ２４１，２７２
朝倉貞景 ４８，４９，５３，５５
朝倉孝景 ２４０，２４１，２５４，２６０，２６１，２６６，２７２，

２７８，２８６
足利将軍家 １２，１６～１８，２３，３０，３３，３４，９８，

１００，１０１，１０３，１０８，１１７，１２０，１２１，１２３，
１３７，１９３，２５６，２７８，２８５

足利政知 １０２，１０３
足利義澄 ５，１５，１７，１８，２０，２１，３２，３４，４６，４８，

５１～５５，５７，６０，６２，６４，６５，８３，８８，９０，９６
～１００，１０２～１０８，１１２，１１５，１１７，１１８，１２１，
１２２，１２４～１２７，１２９，１９３，２２５，２２９，２８６

足利義稙（義材） ５～８，１５，１７，２０～２３，３２，３３，
５０，５２，５３，５５～５７，５９，６０，６２，６４，６５，６８，
６９，８３，８４，８７～９１，９３，１０２，１０３，１０５，１０７，
１０８，１１８～１２０，１２２，１２５，１３０，１９０，１９３，
２１５，２１９，２２０，２２２～２３４，２５０，２５５，２６６，
２６８～２７４，２７６，２７７，２７９，２８４，２８６

足利義維 ２８６
足利義輝 １８，２１～２３，３３，３４，７４～７７，７９，８５，

９６，９８，１００，１１２～１１６，１２１，１２９，２１１
足利義教 ３３，３４，９７～１００，１２９，２８６
足利義晴 ５，６，１４，１５，１７，１８，２０～２２，３０，３２

～３４，５９，６０，６２～６４，６６，６９～７７，７９，８３，
８５，９３～９６，９８～１００，１０７～１１３，１１５，１１６，
１１９～１２２，１２７，１２９，１３０，１３２，１４３，１４４，
１４８，１９３，２１７，２２１，２２２，２３３～２３６，２３９～
２４８，２５０～２５３，２５５～２６８，２７１，２７６～２８２，
２８６，２８７

足利義晴室 ７５
足利義尚 ５，２１，２２，６６，１０３，１３７，１４３，２２０，２２２，

２２３，２６９
足利義政 ２７，９６～１０３，１１０，１２６，２５５
足利義視 ５３，２２２
足利義満 ３２，３３，３５，９１，９８，１００，１１０，１３０
足利義持 ３２，１２９
飛鳥井雅俊 ５４，６９
安倍有富 ９９
安倍重宗 ２０３，２１６
安倍孫一 ２０２，２０３，２１５，２１６
安倍宗時 ９８
有岡賢定 ２１６
淡路二郎 ９１

い

飯尾 ２０１
飯尾家兼 １５１，１７９，２１３～２１５
飯尾公則 ２０２，２１５，２１６
飯尾清房 １３７，１３８，１３９
飯尾貞広 ２４１，２５０
飯尾貞運 １１１，１１２，１３５，２４０～２４３，２４５，２４７

～２４９，２５１，２５８，２６１，２６２
飯尾氏 ２７
飯尾堯連 ２４２，２４８，２４９
飯尾為完 １３５
飯尾為隆 ２４１
飯尾秀兼 １３５，１５０，２０１～２０４，２０７，２１２，２１４

～２１７
飯尾元兼 １９４，１９６，２０１～２０５，２１６，２１７
飯尾元運 １９６，１９８，２０２，２１５
飯尾元行 ９７
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